
『篇篤抄』以前（渡辺）

要
旨
泉
州
信
田
の
葛
の
葉
狐
の
子
が
、
母
と
生
き
別
れ
て
、
天
文
博
士
に
出
世
す
る
安
倍
の
童
子
の
物
語
は
、
源
を
『
篇
墓
抄
』
に
発

す
る
。
こ
の
話
は
、
む
し
ろ
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
に
入
っ
て
以
降
お
も
し
ろ
み
を
倍
増
す
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
は
、
反
対
に
、
こ
の
話
を
育

ん
だ
、
暦
数
書
の
仮
名
注
の
世
界
を
俳
個
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
題
に
入
る
前
に
、
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
書
名
の
読
み
。
「
篇
篇
」
と
書
い
て
、
〈
ホ
キ
〉
と
読
む
。

『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
「
瑚
漣
」
の
語
が
あ
っ
て
、
朱
子
の
注
に
、
宗
廟
に
供
え
る
黍
稜
を
盛
る
器
、
夏
に
〈
瑚
〉
、
商
に
〈
漣
〉
、
周
に

〈
篭
墓
〉
と
称
し
た
、
と
す
る
。
本
来
は
祭
器
で
あ
る
。
が
、
貴
重
品
を
運
ん
だ
り
、
納
め
て
お
く
器
具
と
も
考
え
ら
れ
た
ら
し
く
、
次
の

よ
う
な
言
い
伝
え
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
釈
迦
如
来
像
が
百
済
か
ら
海
を
渡
っ
て
本
朝
に
運
ば
れ
た
と
き
、
童
嘉
に
入
れ
ら
れ
て
来
た
、
そ

れ
ゆ
え
、
釈
迦
を
ホ
ト
ヶ
と
呼
ぶ
、
ホ
ト
ヶ
は
ホ
キ
の
転
で
あ
る
Ｉ
と
。
『
法
華
経
直
談
紗
』
に
載
る
名
義
謹
。
早
く
も
話
が
中
世
説
話

の
世
界
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

『
篇
篤
抄
』
以
前

ｌ
狐
の
子
安
倍
の
童
子
の
物
語
Ｉ

渡
辺
守
邦
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竹
田
出
雲
作
の
浄
瑠
璃
『
蘆
屋
道
満
大
内
鑑
』
（
享
保
十
九
年
大
坂
竹
本
座
初
演
）
に
至
っ
て
演
劇
的
完
成
を
み
る
、
こ
の
一
話
の
原

型
が
、
『
篇
蟇
抄
』
に
ま
で
遡
り
う
る
の
は
、
す
で
に
周
知
の
こ
と
、
と
し
よ
う
。
か
つ
て
筆
者
も
、
こ
の
暦
数
の
書
と
演
劇
の
世
界
と

（
１
）

の
間
を
、
浅
井
了
意
作
と
さ
れ
る
仮
名
草
子
『
安
倍
晴
明
物
語
』
が
橋
渡
し
し
た
こ
と
を
考
証
し
た
。

『
箇
篤
抄
』
に
載
る
、
安
倍
の
童
子
の
物
語
は
、
「
金
烏
玉
兎
集
」
な
る
暦
数
の
秘
書
請
来
認
の
形
を
と
る
が
、
話
柄
が
錯
綜
し
て
い

て
、
未
消
化
の
観
を
否
め
な
い
・
清
明
を
狐
の
子
と
す
る
異
類
婚
姻
證
や
、
龍
宮
に
得
た
秘
法
に
よ
っ
て
立
身
出
世
す
る
「
聴
き
耳
」
證

な
ど
の
昔
話
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
要
素
を
寄
せ
集
め
る
か
の
ど
と
く
で
あ
る
。
そ
れ
ら
話
柄
の
一
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
、
作

（
２
）

品
の
内
部
徴
象
か
ら
、
出
自
を
検
討
し
て
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
暦
数
の
書
『
箇
篇
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
黄
蔦
抄
』
に
述
べ
ら
れ
る
秘

書
請
来
證
は
、
当
然
の
こ
と
暦
道
の
世
界
に
源
を
発
す
る
、
と
ま
で
は
予
測
が
つ
い
た
も
の
の
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
を
得
な
か
っ

た
。
こ
こ
に
、
旧
稿
の
遺
を
補
っ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

狐
の
子
安
倍
の
童
子
の
物
語
は
、
『
雷
篤
抄
』
の
冒
頭
、
〈
由
来
〉
の
章
に
述
べ
ら
れ
る
。
〈
由
来
〉
の
章
は
、
正
し
く
は
「
三
国
相
伝

篇
篤
金
烏
玉
兎
集
之
由
来
」
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
長
い
。
よ
っ
て
、
か
く
略
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
『
篭
篤
』
の
伝
本
の
う

り
で
あ
る
。
男
の
名
些

安
倍
晴
明
で
あ
っ
た
。

命
を
助
け
ら
れ
た
狐
が
、
報
恩
の
た
め
、
ひ
そ
か
に
女
人
に
変
じ
て
夫
婦
の
契
り
を
結
び
、
一
子
を
も
う
け
て
の
親
子
水
い
ら
ず
の
生

活
が
、
あ
る
日
突
然
の
破
局
を
迎
え
る
。
人
間
世
界
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
母
親
は
、
い
と
し
児
へ
の
断
ち
切
り
が
た
い
思
い
を
、
一
首

の
和
歌
に
託
し
て
、
ふ
る
栖
の
森
へ
と
帰
っ
て
い
く
ｌ
ご
存
知
『
蘆
屋
道
満
大
内
鑑
』
の
圧
巻
、
い
わ
ゆ
る
〈
狐
の
子
別
れ
〉
の
さ
わ

り
で
あ
る
。
男
の
名
は
保
名
、
妻
の
名
は
葛
の
葉
、
そ
し
て
二
人
の
問
に
生
ま
れ
た
童
子
こ
そ
、
後
に
天
下
に
名
を
轟
か
す
、
天
文
博
士

は
じ
め
に
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『篭隻抄』以前（渡辺）

列
し
て
み
る
。

『
篭
墓
抄
』
は
通
常
上
中
下
の
三
冊
本
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
五
巻
に
分
れ
る
『
篇
筥
』
の
体
裁
に
従
っ
て
い
る
は
ず

で
あ
る
が
、
内
題
に
整
合
性
が
な
く
混
乱
し
て
い
て
、
見
極
め
を
付
け
る
の
が
、
い
さ
さ
か
難
し
い
。
古
い
時
代
の
注
釈
書
の
っ
ね
と
し

て
、
注
釈
の
対
象
と
な
る
辞
句
の
み
を
抜
出
し
て
、
本
文
を
掲
げ
な
い
こ
と
、
『
黄
蟇
』
か
ら
逸
脱
す
る
新
た
な
添
加
を
持
つ
こ
と
な
ど

が
、
原
因
で
あ
る
ら
し
い
。
『
篇
篤
抄
』
の
構
成
を
見
極
め
る
た
め
に
は
、
内
題
の
混
乱
に
秩
序
を
与
え
て
や
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
何

種
類
か
に
分
か
れ
る
『
篇
墓
』
の
、
い
か
な
る
伝
本
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
探
っ
て
み
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
『
篇
蟇
』
の

諸
本
の
整
理
も
試
み
て
み
る
と
し
よ
う
。

ち
に
は
、
『
篇
墓
抄
』
の
〈
由
来
〉
の
章
の
原
型
ら
し
き
も
の
を
備
え
る
系
統
が
あ
る
。
し
か
し
、
『
黄
篁
抄
』
は
、
そ
れ
と
は
別
系
統
の

『
篭
墓
』
本
文
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
入
り
組
ん
だ
関
係
を
解
き
ほ
ぐ
す
た
め
に
、
い
さ
さ
か
迂
遠
な
こ
と
な
が
ら
、
『
篭
篁
』
の
伝

本
系
統
や
、
『
篭
蔦
抄
』
の
構
成
に
つ
い
て
整
理
を
つ
け
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
始
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
『
篇
篇
抄
』
に
載
せ
る
、

清
明
に
関
す
る
伝
承
以
外
の
説
話
に
つ
い
て
も
、
源
流
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
が
安
倍
の
童
子
證
解
明
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と

は
、
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

お
そ
ら
く
『
篇
嘉
』
自
体
が
複
雑
な
成
立
の
経
過
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
『
篭
嘉
抄
』
の
構
成
は
単
純

で
は
な
い
。
い
ま
寛
永
六
年
菊
屋
庄
太
夫
刊
整
版
を
も
と
に
、
そ
の
経
緯
を
解
明
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
『
意
蔦
抄
』
の
内
題
を
す
べ
て
羅

第
一
章
『
篭
篇
』
と
『
箇
篇
抄
』

１
『
蘆
蟇
抄
』
の
構
成
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I

以
後
の
説
明
の
た
め
、
通
し
番
号
を
付
け
、
丁
付
を
添
え
て
み
た
。
な
お
下
段
の
余
白
に
、
底
本
の
柱
刻
（
柱
題
と
丁
付
）
を
記
し
た
。

内
題
を
こ
の
よ
う
に
並
べ
て
み
る
と
、
ま
こ
と
に
乱
雑
、
雑
駁
と
い
う
印
象
以
外
の
何
も
の
も
な
い
。
し
か
し
、
子
細
に
検
討
を
加
え

⑧
玉
兎
集
造
屋
篇
巻
第
四

⑨
篭
冨
抄
巻
第
四
之
終

⑩
蘆
篇
巻
第
五
文
殊
曜
宿
経

⑪
篭
蟇
抄
五
終

⑫
篇
蟇
抄
第
五
之
終

⑬
雷
墓
抄
第
下
終

⑤
箇
墓
内
伝
註
巻
第
二

⑥
黄
篁
註
下
巻
第
三

⑦
黄
蟇
抄
中
終

①
三
国
相
伝
蘆
篤
金
烏
玉
兎
集
之
由
来

②
三
国
相
伝
陰
陽
鞘
轄
蘆
當
内
伝
金
烏
玉
兎
集
註

③
三
国
相
伝
陰
陽
館
轄
蘆
薑
巻
第
一

④
董
篇
内
伝
抄
巻
第
一
終

へへへへへへ

下下下下下下
終191698初
丁ウオオウ丁
…………

へへへ

中中中
終20初
丁オ丁
………

へへへへ

こ．トートト

終2916初
丁オオ丁
一一一…

中
冊
箇
篤
抄
中

下
冊
黄
篤
抄
下

上
冊

意
篇
抄
上

篇
蔦
抄
上
序

蘆
篤
抄
上
本

一
～
十
五

十
六
～
二
十
八

二
十
九
～
三
十
三

一

｝
一

一

十
一

一
～
五
十
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｢意嘉抄』以前（渡辺）

は
『
蘆
嘉
』
全
五
巻
中
の
巻
一
～
巻
三
に
即
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
を
示
す
が
、
⑥
に
「
第
三
」
の
ほ
か
に
「
下
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
こ
の
「
下
」
は
、
第
二
冊
目
の
冊
尾
に
位
置
し
な
い
こ
と
か
ら
、
『
篇
墓
抄
』
の
冊
数
表
示
と
は
別
で
あ
っ
て
、
『
篇
篇
』
全
五
巻
の

う
ち
巻
一
～
巻
三
が
、
本
来
は
上
中
下
の
構
成
を
採
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
『
篭
蟇
』
が
、
「
箇
篁
内
伝
（
宣
明
暦
経
）
」

上
中
下
三
巻
に
「
造
屋
篇
」
と
「
文
殊
曜
宿
経
」
各
一
巻
を
併
せ
た
、
三
編
五
巻
よ
り
成
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
。

て
み
る
と
き
、
混
乱
の
う
ち
に
も
、
解
決
の
た
め
の
糸
口
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
巻
数
の
表
示
に
、
〈
上
中
下
〉
と
〈
第
一
～
第
五
〉
と
の
二
種
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
し
て
、
⑦
「
篇
墓
抄
中
終
」
、
⑬

「
童
墓
抄
第
下
終
」
の
〈
中
〉
〈
下
〉
の
文
字
を
含
む
尾
題
に
注
目
し
て
み
る
。
こ
れ
ら
は
三
冊
に
仕
立
て
ら
れ
た
『
蘆
篇
抄
』
の
、
そ

れ
ぞ
れ
中
冊
、
下
冊
の
終
丁
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
〈
（
上
）
中
下
〉
の
表
示
は
、
書
物
の
形
態
す
な
わ
ち
冊
の
順
序
を
意
味
す

る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
る
と
、
〈
第
一
～
第
五
〉
の
表
示
は
、
書
物
の
内
容
に
即
し
た
も
の
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
は
ま
た
、
『
篇
篁
抄
』
が
注
釈
の
対
象
に
し
て
い
る
『
篭
篤
』
全
五
巻
の
数
に
照
応
す
る
。

巻
首
題
、
尾
題
の
羅
列
は
混
乱
を
呈
す
る
か
に
見
え
た
が
、
書
物
の
体
裁
（
冊
）
と
内
容
（
巻
）
と
の
二
種
の
表
示
が
混
在
す
る
の
で

あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
整
理
を
与
え
て
み
る
と
、
よ
ほ
ど
す
っ
き
り
と
し
た
姿
を
現
わ
し
、
『
篇
墓
抄
』
が
『
董
篁
』
の
巻
序
に
即
し
た

注
解
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

⑤
蘆
嘉
内
伝
註
巻
第
二

⑥
蘆
蔦
註
下
巻
第
三

④
箇
蓋
内
伝
抄
巻
第
一
終
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『
箇
篤
抄
』
が
『
黄
篤
』
五
巻
の
構
成
に
照
応
す
る
こ
と
は
、
右
の
表
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
ま
た
両
書
を
重
ね
合
わ
せ

て
み
る
と
き
、
は
み
出
る
部
分
の
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
。
Ａ
、
Ｂ
お
よ
び
Ｈ
、
Ｉ
の
四
項
が
、
〈
は
み
出
し
〉
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
も
う
少
し
き
め
の
こ
ま
か
い
説
明
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

Ｈ
、
Ｉ
の
二
項
が
純
然
た
る
〈
は
み
出
し
〉
で
あ
る
こ
と
は
一
言
を
俟
た
な
い
。
Ｇ
の
「
文
殊
曜
宿
経
」
の
記
事
は
⑪
ま
で
で
終
っ
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
⑪
「
蘆
篇
抄
五
終
」
と
あ
る
う
え
に
、
さ
ら
に
⑫
「
箇
篁
抄
第
五
之
終
」
と
す
る
の
は
、
不
合
理
で
あ
る
。
Ｈ
と
Ｉ

以
上
述
べ
た
こ
と
を
も
と
に
、
『
篭
篇
抄
』
の
内
題
を
整
理
し
、
『
篭
篇
』
と
の
関
連
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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⑬
篇
蔦
抄
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下
終
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叩
／
］
●
一
烏
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》

⑫
篇
墓
抄
第
五
之
終

勾
玉
〕
●
《
玉
●
）

⑩
篇
蔦
巻
第
五
文
殊
曜
宿
経

⑪
篇
蔦
抄
五
終

７
．
２

⑧
玉
兎
集
造
屋
篇
巻
第
四

⑨
篇
蔦
抄
巻
第
四
之
終

8

⑥
篇
墓
註
下
巻
第
三

⑦
篭
墓
抄
中
終

30

⑤
箇
豊
内
伝
註
巻
第
二

19

③
三
国
相
伝
陰
陽
鞘
轄
篇
蔦
巻
第
一

④
爾
篤
内
伝
抄
巻
第
一
終

5

②
三
国
相
伝
陰
陽
轄
轄
篇
篁
内
伝
金
烏
玉
兎
集
註

13

①
三
国
相
伝
欝
菖
金
烏
玉
兎
集
之
由
来

Ｍ
・
５
丁

巻
首
題

尾
題

冊
表
示

実
丁
数

黄
蔦
抄

文
殊
曜
宿
経

造
屋
篇

宣
明
暦
経
下

宣
明
暦
経
中

宣
明
暦
経
上

牛
頭
天
王
序

篇
蔦



『霞薑抄』以前（渡辺）

と
は
『
篭
墓
』
全
五
巻
に
わ
た
っ
て
の
補
遺
と
追
加
と
で
あ
る
。
ま
た
、
⑪
「
篇
篤
抄
五
終
」
と
⑫
「
篇
隻
抄
第
五
之
終
」
そ
し
て
⑬

「
篭
冨
抄
第
下
終
」
の
三
者
が
、
重
複
と
思
わ
れ
か
ね
な
い
表
記
で
あ
る
こ
と
は
、
『
篭
蟇
抄
』
が
、
巻
末
の
箇
所
に
あ
っ
て
、
追
加
に

追
加
を
重
ね
て
、
整
合
性
を
得
ぬ
ま
ま
に
印
行
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
。
こ
れ
は
、
『
篇
篤
』
自
体
の
本
文
が
い
つ
ま

で
も
流
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
因
む
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
Ａ
及
び
Ｂ
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
を
〈
は
み
出
し
〉
と
す
る
の
は
、
適
切
で
な
い
。
ま
ず
Ｂ
で
あ
る
が
、
『
篇
篇
抄
』

に
こ
の
箇
所
、
牛
頭
天
王
が
頗
梨
采
女
を
嫁
諏
す
る
た
め
南
海
娑
蜴
羅
龍
王
の
王
宮
に
赴
く
一
話
を
注
釈
す
る
。
こ
れ
は
『
篭
篤
』
で

は
、
第
一
巻
「
宣
明
暦
経
」
上
巻
の
冒
頭
に
当
る
。
「
宣
明
暦
経
」
は
、
牛
頭
天
王
を
天
道
神
、
頗
梨
采
女
を
年
徳
神
、
八
人
の
王
子

（
八
王
子
）
を
八
将
神
に
当
て
、
牛
頭
天
王
と
そ
の
春
属
の
動
静
を
も
っ
て
、
暦
象
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
冒
頭
の
牛
頭

天
王
頗
梨
采
女
嫁
廠
證
は
、
一
箇
の
説
話
と
し
て
完
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
「
宣
明
暦
経
」
の
序
段
と
し
て
の
役
割
を
も

荷
い
、
〈
牛
頭
天
王
序
〉
の
名
で
も
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
を
『
黄
蟇
抄
』
で
は
Ｂ
と
し
て
独
立
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
、

ほ
と
ん
ど
一
語
ず
つ
に
釈
文
を
必
要
と
し
て
、
丁
数
が
多
く
な
る
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
一
話
が
、
『
牛
頭
天
王
縁
起
』

『
祇
園
の
本
地
』
等
の
類
話
を
『
神
道
集
』
や
お
伽
草
子
に
持
ち
、
独
立
性
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
理
由
の
一
斑
で
あ
ろ
う
。

ま
た
Ａ
で
あ
る
が
、
『
箇
篤
抄
』
で
は
こ
の
箇
所
に
、
『
富
薑
』
す
な
わ
ち
「
金
烏
玉
兎
集
」
の
伝
来
に
安
倍
清
明
の
生
涯
が
い
か
に
か

ら
ん
だ
か
、
の
説
明
が
あ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
記
事
は
、
『
蘆
嘉
』
の
諸
本
の
う
ち
、
世
上
に
流
布
す
る
寛
永
六
年
刊
整
版
お
よ
び
そ
の

系
統
の
、
い
わ
ゆ
る
続
群
書
類
従
本
系
の
伝
本
に
は
欠
く
が
、
別
本
の
古
写
本
、
慶
長
十
七
年
古
活
字
版
系
統
の
伝
本
の
冒
頭
に
、
伝
来

の
経
緯
を
清
明
が
一
人
称
で
語
る
一
文
が
あ
っ
て
、
照
応
す
る
。
た
だ
し
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
両
者
の
関
係
は
い
さ
さ
か

複
雑
ら
し
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
項
を
改
め
て
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ベ
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前
項
に
お
い
て
、
『
蘆
篤
』
に
二
系
統
の
あ
る
こ
と
を
、
「
金
烏
玉
兎
集
」
の
請
来
證
に
関
連
し
て
言
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
も

う
少
し
詳
し
く
述
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

（
３
）
（
４
）

『
篭
墓
』
の
伝
本
に
関
し
て
、
井
本
進
氏
「
篭
篇
内
伝
金
烏
玉
兎
集
成
立
の
研
究
」
、
神
田
茂
氏
「
蘆
薑
及
び
そ
の
類
書
に
つ
い
て
」
、

（
５
）

中
村
璋
八
氏
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
な
ど
の
論
考
が
あ
る
。
と
く
に
中
村
氏
は
、
『
黄
蟇
』
の
伝
本
十
三
種
を
紹
介
し
、
諸
本
対
校

の
か
た
ち
で
翻
刻
を
行
い
、
い
ま
ま
で
末
流
の
版
本
を
底
本
に
し
た
続
群
書
類
従
本
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
『
篭
篇
』
に
、
依
拠
す
る
に

足
る
本
文
を
提
供
さ
れ
た
。

I

類 諸
氏
の
論
旨
を
ふ
ま
え
『
雷
蟇
』
の
伝
本
を
整
理
し
て
み
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

１
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

２
天
理
図
書
館
蔵
本

３
書
陵
部
蔵
続
群
書
類
従
原
本

４
天
理
吉
田
文
庫
蔵
〔
楊
憲
〕
本

５
慶
長
十
七
年
刊
古
活
字
版

６
高
野
山
持
明
院
蔵
本

７
井
本
文
庫
蔵
本

２
『
篇
篇
』
の
諸
本

（
一
六
／
一
八
）

（
一
四
七
／
イ
ー
）

（
四
五
三
／
二
）

（
吉
四
七
／
八
）

元
和
七
写

寛
永
五
写

室
町
中
期
写

天
正
六
写

室
町
期
写

慶
長
頃
写

＊
造
屋
篇

＊
宣
明
暦
経
下
・
文
殊
曜
宿
経

＊
宣
明
暦
経
中
・
下

＊
全
五
巻
存
（
清
明
序
あ
り
）

＊
全
五
巻
存
（
清
明
序
あ
り
）

＊
造
屋
篇
・
文
殊
曜
宿
経

＊
全
五
巻
存
（
清
明
序
あ
り
）
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『篇薑抄』以前（渡辺）

Ⅲ
類的

天
理
吉
田
文
庫
蔵
「
諸
仏
諸
真
言
」
（
吉
九
五
／
六
三
室
町
期
写
）

別
東
北
大
学
蔵
抄
本
（
林
二
六
五
／
一
三
五
○
）
永
禄
二
写

Ⅱ
類Ⅲ

井
本
文
庫
蔵
別
本

Ⅱ
国
会
新
城
文
庫
蔵
本

旭
五
季
文
庫
蔵
本

田
龍
門
文
庫
蔵
本

Ⅲ
国
会
新
城
文
庫
蔵
〔
列
帖
〕
本

妬
同
蔵
別
本

陥
寛
永
三
年
刊
古
活
字
版

Ⅳ
天
理
吉
田
文
庫
蔵
別
本

肥
寛
永
六
年
村
上
平
楽
寺
刊
整
版

８
岩
瀬
文
庫
蔵
本

９
国
会
図
書
館
蔵
本

（
吉
四
七
／
一
九
三
）
寛
永
六
写

（
Ｗ
Ａ
一
六
／
五
一
）

（
一
三
五
／
一
七
）
寛
永
一
九
写

（
二
一
三
／
一
三
八
）
慶
応
元
写

（
三
ノ
六
）

（
特
二
／
四
五
二
）

（
特
二
／
四
五
一
）

応
永
永
正
頃
写

天
正
六
写

室
町
末
期
写

慶
長
七
写

慶
長
二
写

慶
長
一
六
写

＊
三
宝
篇
上
下
・
万
吉
万
凶
篇
上
下

＊
清
明
由
来
之
篇
・
牛
頭
天
王
八
将
神
・
盤
牛
大

王
篇
・
三
宝
吉
凶
篇
・
神
吉
神
凶
篇
・
善
悪
春

＊
宣
明
暦
経
上
・
中
・
下

＊
宣
明
暦
経
上
・
中
・
下

＊
全
五
巻
存

＊
宣
伝
暦
経
上

＊
宣
明
暦
経
下

＊
全
五
巻
存

＊
全
五
巻
存

＊
五
巻
存

＊
全
五
巻
存

＊
全
五
巻
存
（
清
明
序
あ
り
）

＊
〔
３
〕
の
転
写
本
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Ｉ
類
と
Ⅱ
類
は
、
と
も
に
五
巻
の
構
成
を
採
る
も
の
の
、
項
目
、
配
列
、
行
文
な
ど
に
相
違
が
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
前
述
中
村
氏
の
対

校
に
譲
り
、
い
ま
Ｉ
類
を
天
理
図
書
館
蔵
〔
楊
憲
〕
本
に
、
Ⅱ
類
を
五
文
庫
蔵
写
本
に
代
表
さ
せ
て
、
項
目
の
出
入
り
を
中
心
に
対
照
し

た
一
覧
表
を
作
っ
て
み
た
。
こ
の
二
本
は
お
の
お
の
の
類
に
あ
っ
て
、
五
巻
揃
い
本
と
し
て
は
、
書
写
年
次
が
最
も
古
い
・
本
稿
の
末
に

付
載
し
た
く
別
表
〉
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
両
者
に
相
違
の
少
な
く
な
い
こ
と
に
、
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
。
Ｉ
類
、
Ⅱ
類
を
判
別
す
る
目
安

を
こ
こ
に
摘
出
し
て
み
れ
ば
、
Ｉ
類
の
特
徴
と
し
て

別
高
野
山
持
明
院
蔵
別
本

躯
高
野
山
宝
寿
院

羽
東
京
古
典
会
（
昭
刷
）
所
見
本

一
、
「
宣
明
暦
経
」
上
巻
巻
頭
に
〈
清
明
序
〉
が
あ
る
。

二
、
同
中
巻
第
五
「
七
箇
善
日
」
に
盤
牛
王
の
第
五
采
女
を
「
星
の
宮
」
と
し
、
ま
た
王
の
形
見
の
品
を
列
挙
し
て
宇
布
絹
の
鎧
の

天
正
一
七
以
前
写

室
町
期
写

寛
永
一
四
写

属
合
・
造
屋
篇
・
宣
明
暦
経
（
清
明
序
あ
り
）

＊
曜
宿
経
三
巻

＊
二
帖
（
篇
明
不
明
）

＊
宣
明
暦
経
上
中
下
・
造
屋
篇
・
文
殊
曜
宿
経

（
以
上
は
Ｉ
類
本
に
ほ
ぼ
一
致
）
・
三
宝
篇
・

神
吉
神
凶
篇
・
軍
吉
軍
凶
篇
・
万
吉
万
凶
篇

（
別
東
北
大
学
蔵
抄
本
の
「
善
悪
春
属
合
」
）

・
通
用
篇
・
分
尅
篇
（
別
に
『
篭
篇
抄
』
版

本
の
写
三
冊
を
伴
う
）
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『董篁抄』以前（渡辺）

Ⅲ
類
は
、
Ｉ
、
Ⅱ
類
の
ど
ち
ら
に
も
含
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
伝
本
で
あ
る
。
別
東
北
大
学
蔵
紗
本
や
、
別
高
野
山
持
明
院
蔵
本
（
暇

宿
経
の
み
）
が
、
Ｉ
類
Ⅱ
類
本
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
を
持
ち
な
が
ら
、
未
整
理
の
観
を
否
め
な
い
こ
と
、
旧
「
諸
仏
諸
真
言
」
が
「
篇
墓
内

伝
金
烏
玉
兎
集
」
の
内
題
を
持
ち
な
が
ら
、
同
名
異
書
と
見
ま
が
う
内
容
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
Ⅲ
類
の
諸
本
は
、
Ｉ
類
、
Ⅱ
類
本
に
先

行
す
る
、
原
初
形
態
に
あ
る
も
の
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
体
は
な
お
明
ら
か
で
は
な
い
。

Ⅲ
類
を
も
と
に
、
増
補
改
定
が
加
え
ら
れ
て
Ｉ
類
と
な
り
、
さ
ら
に
Ⅱ
類
が
作
ら
れ
る
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ

る
が
、
Ｉ
、
Ⅱ
類
が
年
次
的
に
は
並
行
し
て
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
、
先
に
掲
げ
た
諸
伝
本
の
書
写
年
時
が
証
す
る
。
版
本
に
慶
長
十
七

年
刊
の
古
活
字
版
の
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
も
先
の
伝
本
一
覧
に
示
し
た
が
、
Ｉ
類
で
あ
る
。
別
に
古
活
字
版
と
し
て
、
寛
永
二
年
か
ら
六

年
ま
で
毎
年
一
種
ず
つ
の
刊
行
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
寛
永
三
年
版
の
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
れ
は
Ⅱ
類
の
系
統
に
入
る
。
寛
永

二
年
版
以
下
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
古
活
字
版
も
、
同
じ
く
版
元
を
松
岡
作
左
衞
門
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同
系
統
の
Ⅱ
類
本
で
あ
ろ

う
。
寛
永
六
年
に
こ
の
古
活
字
版
を
覆
刻
し
た
整
版
が
出
て
、
寛
永
九
年
、
同
十
一
年
、
正
保
五
（
慶
安
元
）
年
と
続
き
、
以
後
幕
末
、

明
治
期
に
至
る
ま
で
版
を
重
ね
る
が
、
こ
の
よ
う
な
出
版
の
趨
勢
の
赴
く
ま
ま
に
、
Ⅱ
類
本
が
Ｉ
類
本
の
存
在
を
影
の
薄
い
も
の
に
し
た

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
と
は
、
疑
い
な
い
。

さ
て
、
『
篇
墓
抄
』
は
、
二
種
あ
る
い
は
三
種
あ
る
『
箇
蟇
』
の
う
ち
、
ど
の
系
統
の
本
文
に
即
し
た
注
釈
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

三
、
同
下
巻
巻
頭
に
．
一
十
四
数
」
と
題
し
て
二
十
四
節
七
十
二
候
を
載
せ
る
。

四
、
同
下
巻
に
「
三
宝
吉
日
」
「
神
吉
日
」
の
項
を
欠
く
。

由
来
を
説
く
。
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と
い
う
条
項
に
関
連
し
て
、
説
明
を
要
す
る
。
こ
の
〈
清
明
序
〉
を
持
た
な
い
の
が
Ⅱ
類
本
な
の
で
あ
る
が
、
『
雷
篤
抄
』
の
冒
頭
に
は
、

こ
れ
に
類
似
す
る
〈
由
来
〉
の
章
が
あ
る
。
ま
た
『
篭
篇
抄
』
第
五
巻
巻
末
に
追
加
と
し
て
載
せ
ら
れ
る
「
五
帝
龍
王
戦
之
事
」
「
〔
宇
布

絹
ノ
鎧
之
事
〕
」
の
二
項
は
、
Ｉ
類
本
の
「
宣
明
暦
経
」
中
巻
所
収
「
七
箇
善
日
」
に
即
し
た
内
容
で
あ
る
。

『
篇
篇
抄
』
を
『
雷
篤
』
Ⅱ
類
本
と
の
関
連
を
も
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
こ
の
二
点
が
は
み
出
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
実
は
、
『
霞
嘉
』
の
注
釈
と
し
て
、
『
蘆
豊
抄
』
の
一
段
階
前
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
仮
名
注
、
と
い
う
も
の
を
想
定
し
て
み
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
解
決
が
付
く
。
こ
の
ウ
ル
『
蘆
篤
抄
』
の
伝
存
は
不
明
な
の
で
あ
る
が
、
〈
別
表
〉
の
最
下
段
に
加
え
た
「
袖
裡
伝
」
な

る
書
物
が
、
よ
く
そ
の
お
も
か
げ
を
伝
え
て
、
『
箇
墓
抄
』
が
結
局
は
『
箇
墓
』
Ⅱ
類
本
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
す

る
。
そ
の
詳
細
は
次
章
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
、
い
ま
こ
こ
で
は
、
『
蘆
篇
抄
』
は
『
箇
篇
』
Ⅱ
類
本
に
即
し
た
も
の
、
と
だ
け
言

っ
て
済
ま
せ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
「
袖
裡
伝
」
と
は
、
龍
門
文
庫
所
蔵
の
室
町
末
耆
写
『
蘆
篇
袖
裡
伝
』
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
と
に
関
し
て
も
、
〈
別
表
〉
に
就
く
こ
と
に
し
た
い
。
『
篇
篤
』
Ｉ
類
、
Ⅱ
類
の
項
に
、
『
篇
當
抄
』
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
を
、

併
せ
て
示
し
て
み
た
。
Ⅲ
類
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
の
う
ち
に
と
う
て
い
収
め
ら
れ
な
い
多
様
さ
な
の
で
、
省
い
て
あ
る
。

こ
の
表
に
よ
っ
て
、
『
蘆
蔦
抄
』
は
『
篇
蟇
』
Ⅱ
類
本
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
に
断

言
す
る
に
は
、
い
ま
少
し
説
明
を
追
加
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
き
に
『
童
篇
』
Ｉ
類
本
、
Ⅱ
類
本
を
識
別
す
る
目
安
と
し
て
、
四
項

目
を
挙
げ
た
。
そ
の
う
ち
三
項
ま
で
は
問
題
な
い
が
、
Ｉ
類
本
の
特
徴
の

一
、
「
宣
明
暦
経
」
上
巻
巻
頭
に
〈
清
明
序
〉
が
あ
る
。

－74－



『篭蟇抄』以前（渡辺）

清
明
が
カ
ラ
ス
の
会
話
を
聞
い
て
天
皇
の
病
気
を
療
治
し
た
と
い
う
一
話
で
、
「
蘆
篇
抄
』
に
も
類
話
を
載
せ
る
。
こ
れ
以
外
に
、
は
た

し
て
ど
れ
だ
け
の
話
を
先
行
文
献
の
う
ち
に
見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。

『
篭
嘉
抄
』
の
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
版
本
と
し
て
は
、
寛
永
四
年
刊
古
活
字
版
（
『
国
害
総
目
録
』
未
登
載
）
が
最
古
ら
し
い

が
、
別
に
慶
長
十
七
年
の
年
記
を
持
つ
写
本
が
あ
り
、
近
世
初
頭
に
は
成
立
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
が
、
内
容
は
も
う
少
し
古

い
・
本
文
を
掲
げ
ず
に
、
語
注
の
み
で
終
始
す
る
形
式
も
、
聞
耆
特
有
の
も
の
で
、
前
時
代
を
思
わ
せ
る
。
ま
た
、
例
話
を
多
用
し
、
時

と
し
て
例
話
が
本
題
を
逸
脱
す
る
お
お
ら
か
さ
を
も
備
え
て
い
る
。
そ
れ
で
は
『
篭
篇
抄
』
は
、
い
か
な
る
時
代
の
注
釈
を
反
映
し
て
い

る
の
か
。
こ
の
設
問
は
難
解
で
あ
る
。

い
ま
、
そ
の
よ
う
な
難
問
を
避
け
て
、
ほ
ん
の
小
さ
な
問
題
を
取
り
あ
げ
、
『
蘆
篇
抄
』
を
考
え
る
う
え
で
の
参
考
に
供
し
て
み
る
こ

と
に
し
た
い
。
そ
れ
は
、
『
篭
蟇
抄
』
冒
頭
の
清
明
に
関
す
る
記
事
の
出
自
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
安
倍
晴
明
の
実
伝
と

も
、
王
朝
説
話
集
の
伝
え
と
も
関
連
を
持
た
ぬ
、
特
異
な
清
明
伝
承
の
謎
を
追
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
種
の
晴
明
異
伝
と
し
て
、
す
で

に
知
ら
れ
る
も
の
に
、
『
臥
雲
日
件
録
』
応
仁
元
年
十
月
二
十
七
日
の
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

廿
七
日
ｌ
紹
蔵
主
来
。
又
居
二
天
王
寺
一
。
或
時
聴
二
二
烏
相
語
一
。
一
烏
則
自
二
京
祇
園
一
来
、
一
烏
自
レ
本
栖
二
干
此
里
一
者
也
。
此

（
マ
マ
）

時
天
皇
不
豫
。
祇
園
烏
日
、
内
里
西
北
渡
地
中
有
二
一
銅
器
一
。
久
埋
二
地
中
一
・
有
し
霊
天
皇
不
豫
為
し
崇
云
々
・
請
明
聴
レ
之
上
レ
京
、

療
二
治
帝
病
一
遂
発
レ
名
為
二
天
下
元
双
陰
陽
師
一
也
云
々
・
請
明
元
二
父
母
一
・
蓋
化
生
者
也
。
其
廟
在
二
奥
州
一
云
々
。

第
二
章
清
明
伝
承
の
生
成
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『
蘆
篁
抄
』
は
『
蘆
篇
』
全
五
巻
の
注
釈
で
あ
り
、
〈
牛
頭
天
王
序
〉
以
下
辞
句
を
追
っ
て
、
漢
字
片
仮
名
交
り
文
に
よ
る
、
語
釈
を

主
と
し
た
注
解
の
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
〈
牛
頭
天
王
序
〉
に
張
り
合
う
よ
う
に
、
『
黄
隻
抄
』
ま
た
「
三
国
相
伝
篭
篇
金
烏

玉
兎
集
之
由
来
」
と
題
す
る
一
章
を
新
た
に
設
け
て
い
る
こ
と
等
は
、
す
で
に
言
っ
た
。

〈
由
来
〉
の
章
に
は
、
「
金
烏
玉
兎
集
」
す
な
わ
ち
『
蘆
葛
』
の
、
伝
来
の
い
き
さ
つ
が
語
ら
れ
て
い
る
。
文
殊
か
ら
伯
道
に
授
け
ら

れ
た
一
巻
の
書
が
、
安
倍
家
の
秘
宝
と
な
る
ま
で
の
、
波
乱
万
丈
の
物
語
が
展
開
す
る
。
こ
れ
も
す
で
に
旧
稿
に
載
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
再
び
〈
由
来
〉
の
章
の
概
略
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
に
な
る
。

【
３
】
安
部
の
童
子
鹿
嶋
明
神
に
参
詣
、
小
蛇
の
命
を
救
っ
て
龍
宮
に
到
り
、
石
厘
と
烏
薬
を
入
手
。
烏
薬
よ
く
烏
語
を
通
じ
、
天

皇
御
悩
と
そ
の
原
因
を
知
っ
て
上
京
、
療
治
し
て
縫
殿
頭
に
任
じ
ら
れ
、
清
明
の
名
を
賜
わ
る
。

【
４
】
清
明
の
母
は
化
来
の
者
。
三
歳
の
と
き
「
恋
ク
ハ
尋
来
テ
見
ョ
：
…
・
」
の
和
歌
を
残
し
て
去
る
。
清
明
、
信
田
の
森
に
尋
ね

【
１
】
大
唐
城
荊
山
の
伯
道
上
人
、
天
竺
に
渡
っ
て
聖
霊
山
の
文
殊
堂
に
詣
で
、
大
聖
尊
文
殊
よ
り
親
し
く
こ
の
書
の
相
伝
を
受
け

て
帰
国
、
唐
帝
の
内
裏
に
収
め
る
。

【
２
】
元
正
天
皇
の
代
、
遣
唐
使
安
部
仲
丸
入
唐
、
貢
物
微
少
を
理
由
に
梁
の
武
帝
に
殺
さ
れ
、
赤
鬼
と
化
す
。
続
い
て
吉
備
大
臣

入
唐
。
囲
碁
、
文
選
の
考
試
を
、
仲
丸
赤
鬼
の
助
力
を
得
て
凌
ぎ
、
野
馬
台
詩
を
、
長
谷
観
音
化
現
の
蜘
蛛
に
助
け
ら
れ
て
解

読
。
命
を
助
か
り
、
帰
国
を
許
さ
れ
て
「
金
烏
玉
兎
集
」
を
請
来
。
晩
年
に
及
び
、
常
陸
国
猫
嶋
に
仲
丸
子
孫
の
童
子
を
尋
ね

当
て
て
、
譲
る
。

１
ハ
レ
ア
キ
ラ
と
キ
ヨ
ア
キ
ラ
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『童篤抄』以前（渡辺）

こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
金
烏
玉
兎
集
」
伝
来
の
経
緯
で
あ
る
と
と
も
に
、
清
明
の
生
涯
が
伝
来
に
い
か
に
か
か
わ
っ
た
か
で

あ
り
、
つ
ま
り
、
清
明
の
一
代
記
で
も
あ
る
。

こ
の
清
明
一
代
記
は
、
正
史
に
伝
え
る
安
倍
晴
明
朝
臣
の
実
像
と
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
名
前
か
ら
し
て
、
少
し
く
異

る
。
常
州
猫
嶋
生
ま
れ
の
童
子
は
、
天
皇
御
悩
平
癒
の
褒
賞
に
、
官
位
を
授
か
り
、
名
乗
を
与
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
名
は
、
「
晴
」
明
で

は
な
く
、
「
清
」
明
で
あ
っ
た
。
折
り
か
ら
、
二
十
四
節
第
五
の
清
明
節
に
当
っ
た
が
ゆ
え
、
と
の
理
由
づ
け
は
、
い
か
に
も
暦
数
の
書

た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
本
稿
に
お
い
て
、
〈
由
来
〉
の
章
に
活
躍
す
る
こ
の
童
子
の
こ
と
を
、
一
条
朝
の
官
人
、
天
文
博
士
穀
倉
院
別
当

従
四
位
下
安
倍
ハ
レ
ア
キ
ラ
朝
臣
と
区
別
す
る
た
め
に
、
キ
ョ
ア
キ
ラ
の
名
で
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
「
阿
倍
（
安
倍
、
阿
部
）
仲
麿
（
中

丸
、
仲
丸
）
」
も
、
そ
れ
ぞ
れ
作
品
ご
と
の
呼
称
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

『
童
篤
抄
』
に
載
せ
る
、
正
史
あ
る
い
は
王
朝
説
話
集
に
伝
え
る
と
こ
ろ
と
は
違
っ
た
、
「
晴
」
明
な
ら
ぬ
「
清
」
明
の
物
語
に
先
齪

【
５
】
清
明
の
盛
名
を
妬
み
、
薩
摩
の
道
満
上
京
、
智
恵
論
（
行
力
競
べ
）
を
挑
む
。
清
明
、
内
裏
の
白
洲
に
対
決
、
長
持
の
中
の

大
柑
子
を
鼠
に
祈
り
代
え
て
勝
ち
、
こ
れ
を
弟
子
に
す
る

【
６
】
近
衛
院
の
と
き
、
帝
の
不
豫
を
占
い
、
妖
妃
玉
藻
の
前
に
因
む
こ
と
を
見
破
る
。
上
総
介
、
三
浦
介
に
射
ら
れ
て
、
彼
の

女
、
下
野
国
に
怪
石
と
化
し
て
な
お
崇
る
を
、
玄
能
法
師
打
ち
く
だ
く
。

【
７
】
妖
狐
退
治
の
功
に
よ
り
、
主
計
頭
に
任
じ
ら
れ
、
入
唐
し
て
伯
道
に
師
事
。
留
守
の
問
に
清
明
の
妻
梨
花
に
密
通
し
た
道
満

は
、
「
金
烏
玉
兎
集
」
を
盗
み
写
し
、
清
明
を
論
破
し
て
殺
す
。
変
事
を
悟
っ
て
来
朝
し
た
伯
道
の
修
す
る
、
秘
術
生
活
続
命

法
に
よ
り
蘇
生
。
道
満
を
滅
ぼ
し
、
こ
の
善
を
再
治
し
て
後
代
に
伝
え
る
。

行
き
、
古
狐
に
会
う
。
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の
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
は
や
く
井
本
進
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
『
篇
篇
』
Ｉ
類
系
の
伝
本
が
巻
頭
に
添
え
る
〈
清
明
序
〉
が
そ
れ
。
中

村
璋
八
氏
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
の
『
篇
嘉
』
の
翻
刻
の
内
に
、
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
〔
楊
憲
〕
本
、
岩
瀬
文
庫
蔵
本
、
東
北

大
学
蔵
抄
本
、
慶
長
十
九
年
刊
古
活
字
版
の
四
本
を
合
せ
た
校
本
の
か
た
ち
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
白
文
で
あ
っ
て
、
慶
長
古
活

字
版
以
外
の
諸
本
に
振
ら
れ
た
送
り
仮
名
、
返
り
点
等
が
省
か
れ
て
い
る
。

い
ま
、
〈
清
明
序
〉
を
、
中
村
氏
の
翻
刻
に
重
複
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
い
さ
さ
か
長
文
に
わ
た
っ
て
煩
雑
の
観
を
否
め
な
い
こ
と
を

恐
れ
つ
つ
も
、
諸
伝
本
に
備
わ
る
訓
読
に
従
っ
て
、
書
下
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
書
下
し
文
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
篇
篇
抄
』

の
〈
由
来
〉
の
章
と
の
近
似
が
、
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

権
ノ
頭
二
属
ス
者
ナ
リ
。

然
ル
ー
、
余
、
蕨
ノ
年
仲
秋
白
露
ノ
節
二
、
仰
デ
帝
王
ノ
印
府
奎
章
ヲ
賜
テ
、
鎮
西
薩
摩
ノ
浜
汀
二
下
り
、
大
船
筏
ヲ
造
作
シ
、

吉
日
良
辰
ヲ
選
出
シ
テ
、
續
ヲ
解
キ
橦
ヲ
刷
上
畢
ヌ
。

大
唐
雍
州
ノ
城
二
至
り
、
荊
山
ノ
伯
道
上
人
二
随
逐
シ
、
日
二
三
度
萱
草
ヲ
荷
上
、
将
マ
タ
柱
檎
ヲ
負
う
。
爾
二
月
ヲ
積
り
年
累

テ
一
千
日
二
遷
リ
、
遂
二
一
宇
ノ
堂
閣
ヲ
造
り
。
伯
道
手
二
赤
栴
檀
ヲ
執
り
、
文
殊
ノ
尊
像
ヲ
彫
刻
シ
、
聖
霊
山
ト
号
ス
。

害
二
、
余
、
安
元
年
中
季
ノ
春
清
明
ノ
節
二
、
臼
ラ
帝
勅
ヲ
蒙
リ
、
存
シ
テ
殿
上
二
於
テ
、
陰
陽
ノ
ト
ヲ
屯
テ
、
雲
中
ノ
災
ヲ
失

ス
・
然
ル
間
、
予
、
紫
宮
ノ
階
級
ニ
登
テ
、
正
四
位
殿
二
任
ゼ
ラ
ル
。
即
チ
縫
殿
ノ
頭
ト
成
テ
、
同
キ
時
二
、
陰
陽
博
士
、
主
計
ノ

笛
墓
内
伝
金
烏
玉
兎
集
巻
第
井
序

萩
淑
安
部
博
士
儲
鮒
清
明
朝
臣
入
唐
伝
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『蘆濤抄』以前（渡辺）

然
ル
後
、
伯
道
清
明
二
語
テ
曰
、
我
曾
シ
扁
舟
二
乗
テ
流
沙
ノ
辺
リ
ニ
棹
シ
、
独
り
安
然
ト
シ
テ
崇
嶺
ノ
汀
二
寄
し
り
。
専
二
少

童
了
角
聰
聡
ノ
形
ヲ
学
ピ
、
一
ノ
浮
木
二
乗
ジ
テ
、
来
テ
我
二
問
テ
曰
、
汝
何
ノ
所
ョ
リ
来
ル
ャ
ト
。
自
ラ
童
二
答
テ
曰
、
我
ハ
天

地
ノ
内
二
胎
レ
、
生
ヲ
辰
旦
国
二
則
り
、
未
ダ
天
道
ノ
至
理
ヲ
詳
カ
ニ
セ
ズ
・
是
ノ
故
二
独
り
蓼
々
ト
シ
テ
江
湖
ノ
魚
ヲ
執
り
、
自

然
ノ
事
ヲ
譜
ズ
ト
。
童
紡
ヲ
扣
テ
潮
テ
曰
、
籍
魚
ノ
腸
ヲ
喰
上
、
鱗
ヲ
嘗
テ
天
道
ノ
事
理
ヲ
知
ル
ヵ
。
汝
ガ
乗
ル
所
ノ
扁
舟
ヲ
伽

テ
、
江
湖
ノ
辺
二
至
レ
。
常
二
釣
竿
ヲ
垂
テ
魚
ヲ
取
ル
者
ノ
有
り
。
此
ノ
者
二
正
二
天
道
ノ
事
理
ヲ
知
ル
ヲ
得
ベ
キ
ヵ
ト
。
童
二
謂

テ
曰
、
何
ヲ
以
テ
此
ノ
事
ヲ
識
ル
ベ
キ
カ
ト
。
童
浮
木
ヲ
去
テ
我
ガ
扁
舟
二
棹
シ
、
而
シ
テ
江
河
ノ
辺
ヲ
過
キ
畢
ヌ
・

聖
霊
山
二
到
ル
ー
、
今
ノ
童
、
是
し
大
聖
文
殊
ニ
テ
御
座
ス
也
・
諸
ノ
菩
薩
常
二
囲
遥
シ
、
天
ノ
妓
楽
ヲ
成
ス
・
衆
ノ
天
子
恒
二

充
満
シ
テ
、
妙
香
華
ヲ
供
ス
・
七
宝
ヲ
以
テ
荘
厳
シ
、
五
綾
ヲ
以
テ
飽
飾
シ
、
金
銀
綣
椛
、
雪
玉
ノ
庭
砂
、
等
ク
安
養
界
二
類
ス
・

文
殊
我
一
ニ
ノ
共
命
烏
ヲ
賜
ル
・
之
二
乗
り
畢
ヌ
。
雨
シ
テ
須
弥
ヲ
周
迩
シ
テ
、
親
ク
芥
国
ヲ
視
ル
時
二
、
仏
法
ノ
奥
蔵
ヲ
知
識

シ
、
天
道
ノ
深
理
二
覚
達
ス
・
然
シ
テ
後
二
我
力
荊
山
二
来
テ
、
自
然
卜
四
果
ノ
聖
者
卜
為
リ
、
四
諦
ノ
法
縁
ヲ
観
ジ
、
頗
ル
四
季

転
変
ノ
消
息
ヲ
以
テ
、
無
常
無
我
ノ
理
ヲ
覚
知
ス
・
汝
二
彼
ノ
堂
閣
二
於
テ
、
此
ノ
軌
範
ヲ
伝
ト
。
即
チ
ー
巻
ノ
書
ヲ
授
与
ス
・
清

明
之
ヲ
請
ケ
取
テ
、
題
ヲ
文
殊
ノ
裏
書
陰
陽
ノ
内
伝
集
ト
号
ス
・
之
ヲ
読
ミ
之
ヲ
習
上
、
續
ヲ
明
州
ノ
浦
二
解
キ
、
橦
ヲ
難
波
ノ
江

二
下
シ
畢
ヌ
。
日
域
二
帰
り
、
書
ヲ
石
厘
中
二
納
メ
、
巻
ヲ
篇
篇
ノ
内
二
開
ケ
ザ
ル
コ
ト
日
久
シ
・

然
ル
時
、
我
ガ
妻
女
ノ
利
花
、
弟
子
ノ
道
満
卜
合
シ
テ
密
二
懐
踞
ス
ル
コ
ト
有
り
。
予
曾
テ
之
ヲ
識
ラ
ズ
・
時
二
妻
花
彼
ノ
書
ヲ

弟
満
二
写
サ
シ
ム
・
遂
二
書
写
シ
畢
テ
、
爾
シ
テ
故
ノ
如
ク
納
メ
置
ク
。

有
時
道
満
予
二
謂
テ
曰
、
我
レ
夢
中
ニ
天
竺
聖
霊
山
二
至
テ
、
文
殊
大
聖
尊
二
値
遇
ス
ル
処
二
、
吾
一
二
巻
ノ
書
ヲ
賜
フ
・
名
ヲ

金
烏
玉
兎
集
ト
号
ス
・
天
地
陰
陽
ノ
事
理
ヲ
知
ル
者
也
卜
。
予
ガ
曰
、
陦
昔
日
師
道
和
尚
終
日
渇
仰
ノ
首
ヲ
低
し
、
宜
ク
般
若
ノ
船

筏
ヲ
得
ベ
ク
、
昼
夜
帰
依
ノ
意
ヲ
励
ミ
、
遂
二
菩
提
ノ
覚
岸
ニ
到
り
、
然
シ
テ
文
殊
大
聖
尊
ノ
加
被
ヲ
蒙
テ
、
三
界
芥
国
ヲ
性
行
シ
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崇
嶺
の
汀
に
漂
う
伯
道
の
船
に
声
を
掛
け
た
少
童
の
形
容
「
了
角
館
恥
‐
一
の
「
了
角
」
は
、
正
し
く
は
「
Ｙ
角
」
（
あ
げ
ま
き
、
つ
の
が

み
）
で
あ
ろ
う
。
『
篭
篤
抄
』
も
「
了
角
」
と
し
て
い
る
。
が
、
あ
え
て
正
す
こ
と
を
せ
ず
、
こ
の
ま
ま
に
置
く
。

来
レ
ト
謂
リ
。
此
ノ
故
云

リ
ト
。
和
尚
歓
喜
シ
テ
云
、

コ
ト
、
諸
人
威
之
ヲ
識
ル
・

栄
然
ト
シ
テ
人
世
二
昌
フ
。

道
満
ガ
室
二
至
ル
ヤ
、
和
尚
誤
テ
問
テ
曰
、
清
明
是
在
リ
ヤ
ト
。
満
答
テ
曰
、
古
へ
爾
云
う
人
有
り
。
人
ト
課
テ
ー
頸
割
カ
レ
、

今
即
チ
是
二
闇
シ
ト
。
時
二
和
尚
噺
テ
曰
、
今
已
二
清
明
予
ヲ
視
テ
、
一
指
ヲ
堅
テ
云
ク
、
我
庵
室
正
二
竹
林
ノ
中
二
有
り
。
汝
尋

来
レ
ト
謂
リ
。
此
ノ
故
二
自
ラ
葱
二
到
ル
ト
。
満
ガ
曰
、
若
シ
清
明
残
生
シ
テ
来
ル
コ
ト
有
。
ハ
、
正
二
予
ガ
頸
ヲ
割
カ
シ
ム
可
キ
ナ

リ
ト
。
和
尚
歓
喜
シ
テ
云
、
汝
必
ズ
靜
有
リ
ャ
ト
。
満
黙
然
ト
シ
テ
微
笑
シ
テ
云
、
何
ヲ
以
テ
和
尚
我
二
論
ル
ャ
。
清
明
已
二
死
ル

コ
ト
、
諸
人
威
之
ヲ
識
ル
・
和
尚
尤
モ
論
ヲ
違
ヘ
ズ
ャ
ト
。
爾
二
清
明
葱
二
安
全
ト
シ
テ
到
ル
・
而
シ
テ
道
満
一
頸
ヲ
奔
ッ
。
清
明

畢
ヌ
・
爾
シ
テ
陰
陽
ノ
奥
理
ヲ
明
テ
伝
ル
所
ノ
明
鏡
ヲ
、
名
テ
金
烏
玉
兎
集
ト
曰
フ
・
我
今
二
改
テ
篇
篇
袖
裡
伝
ト
名
ク
。
豈
人
ノ

識
ル
処
有
リ
ャ
。
夢
ハ
是
レ
妄
想
顛
倒
ノ
詐
、
醒
テ
誰
ヵ
金
玉
ヲ
手
裏
二
収
ン
ヤ
ト
。
差
二
道
満
暫
ク
余
二
課
テ
安
然
タ
リ
。
而
テ

誤
り
有
ル
故
二
、
終
ニ
シ
テ
予
ガ
頸
ヲ
割
カ
ル
・

時
二
荊
山
一
時
ニ
焼
亡
ス
・
師
道
和
尚
不
思
議
ノ
念
ヲ
成
シ
給
上
、
天
竺
穀
成
山
二
至
テ
泰
山
王
ノ
秘
法
ヲ
勤
ル
時
二
、
清
明
ガ

死
亡
ヲ
視
二
、
和
尚
実
二
哀
傷
ノ
思
ヲ
為
シ
、
遙
二
東
域
ヲ
凌
キ
、
愁
然
ト
シ
テ
人
二
間
上
、
我
塚
上
二
到
り
、
爾
シ
テ
塊
ヲ
穿
チ

礫
ヲ
奔
テ
見
二
、
皮
肉
燗
朽
シ
テ
残
骨
ノ
ミ
有
り
。
和
尚
已
二
十
二
ノ
大
骨
三
百
六
十
ノ
小
骨
ヲ
集
メ
、
生
活
続
命
法
ヲ
修
ル
ー
、

清
明
再
上
生
活
ス
・
和
尚
快
然
ト
シ
テ
微
笑
シ
テ
曰
、
我
汝
ト
師
弟
ノ
因
契
有
り
、
綿
々
ト
シ
テ
尽
ル
期
無
シ
。
此
ノ
故
二
汝
ガ
敵

ヲ
鑿
ン
卜
。

句
ヲ
此
ノ
巻
二
誠
テ
、
那
々
ノ
子
ハ
産
ト
モ
女
二
意
許
サ
ザ
レ
、
千
日
苅
ル
萱
一
日
二
滅
ブ
ト
謂
力
。
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『篇篇抄』以前（渡辺）

と
い
う
表
現
を
参
勘
す
る
と
き
、
「
生
ヲ
震
檀
国
測
ニ
ト
イ
ヘ
ト
モ
」
の
傍
線
二
字
は
、
寛
永
六
年
版
が
覆
刻
に
当
っ
て
底
本
に
採
用
し

た
刊
年
不
明
古
活
字
版
の
、
植
版
時
に
お
け
る
誤
植
、
と
分
っ
た
り
す
る
。
因
み
に
、
寛
永
四
年
古
活
字
版
、
同
六
年
古
活
字
版
に
「
生

シ
ン
タ
ン
ノ
カ
タ
ハ
ラ
ニ

ヲ
辰
旦
国
則
ト
イ
ヘ
ト
モ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
寛
永
十
一
年
版
以
降
の
諸
版
で
、
こ
の
箇
所
、
「
生
ヲ
震
檀
国
測
居
ト
イ
ヘ
ト
モ
」
と

と
あ
っ
て
、
傍
線
部
分
の
表
現
が
い
さ
さ
か
こ
な
れ
な
い
。
こ
の
箇
所
、
〈
清
明
序
〉
の

に
い
た
る
一
致
を

え
が
、
『
篭
墓
抄
』

季
春
清
明
の
節
に
、
宮
中
の
災
を
解
決
し
て
叙
位
、
帝
勅
を
受
け
て
の
入
唐
に
、
伯
道
上
人
か
ら
、
大
聖
文
殊
直
伝
の
秘
書
「
金
烏
玉

兎
集
」
を
授
か
り
、
帰
朝
し
て
不
用
意
の
い
さ
か
い
に
、
弟
子
の
道
満
に
殺
さ
れ
、
伯
道
修
す
る
生
活
続
命
の
法
の
力
に
蘇
生
す
る
顛
末

が
、
清
明
の
一
人
称
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
牛
頭
天
王
の
頗
梨
采
女
嫁
廠
の
物
語
、
す
な
わ
ち
『
蘆
嘉
』
第
一
巻
の
〈
牛
頭
天
王
序
〉
に
対

比
し
て
、
〈
清
明
序
〉
と
呼
ば
れ
る
。

『
富
冨
抄
』
の
〈
由
来
〉
の
章
と

【
７
】
の
話
柄
が
共
通
す
る
の
み
で

我
被
胎
天
地
之
内
、
生
則
辰
旦
国
（
我
《
天
地
ノ
内
二
胎
レ
、
生
ヲ
辰
旦
国
二
則
り
）

我
天
地
ノ
間
二
被
し
孕
、
生
ヲ
震
檀
国
測
ニ
ト
イ
ヘ
ト
モ

畠
抄
』
の
〈
由
来
〉
の
章
と
、
こ
の
〈
清
明
序
〉
と
は
無
縁
で
は
な
い
・
先
の
〈
由
来
〉
の
章
の
梗
概
に
付
け
た
番
号
で
【
１
】

の
話
柄
が
共
通
す
る
の
み
で
は
な
く
、
清
明
の
妻
の
名
や
、
文
殊
化
現
で
あ
る
了
角
の
少
童
の
形
容
が
同
じ
で
あ
る
な
ど
、
細
部

る
一
致
を
伴
っ
て
の
共
通
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
天
地
の
至
理
を
求
め
洋
ｔ
に
漂
う
伯
道
の
、
少
童
の
誰
何
を
受
け
て
の
答

に
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『
箇
薑
袖
裡
伝
』
な
る
書
物
の
名
は
、
〈
清
明
序
〉
の
内
に
も
、
「
陰
陽
ノ
奥
理
ヲ
明
テ
伝
ル
所
ノ
明
鏡
ヲ
、
名
テ
金
烏
玉
兎
集
ト
曰

フ
。
我
今
二
改
テ
蘆
篇
袖
裡
伝
卜
名
ク
」
と
あ
っ
た
。
別
に
林
羅
山
『
本
朝
神
社
考
』
（
寛
永
年
間
刊
）
の
「
安
倍
晴
明
」
の
条
に
も
、

学
問
の
余
暇
に
た
ま
た
ま
閲
し
た
陰
陽
道
の
書
と
し
て
、
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
羅
山
は
さ
ら
に
、
梗
概
を
詳
し
く
述
べ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
〈
清
明
序
〉
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
〈
清
明
序
〉
や
羅
山
の
言
う
「
篇
篇
袖
裡
伝
」
は
、
伯
道
が
相
承
し
た
「
文
殊
裏
書
陰

陽
ノ
内
伝
集
」
イ
コ
ー
ル
「
金
烏
玉
兎
集
」
の
別
称
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
『
篇
篤
』
そ
の
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
龍
門

文
庫
の
『
董
篇
袖
裡
伝
』
は
、
『
篇
嘉
抄
』
に
類
し
た
『
篇
嘉
』
の
仮
名
抄
。
以
下
両
種
の
同
名
異
書
を
区
別
す
る
た
め
に
、
龍
門
文
庫

蔵
の
仮
名
抄
『
篇
墓
袖
裡
伝
』
の
こ
と
を
、
便
宜
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。

川
瀬
一
馬
氏
『
龍
門
文
庫
善
本
書
目
』
に
よ
っ
て
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
の
書
誌
を
紹
介
す
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

修
訂
さ
れ
る
が
、
「
生
ヲ
居
ス
」
と
い
う
表
現
ま
た
舌
頭
に
滞
る
。

〈
清
明
序
〉
と
〈
由
来
〉
の
章
と
の
関
連
は
こ
の
よ
う
に
綴
密
で
は
あ
る
が
、
共
通
す
る
話
柄
が
少
な
い
こ
と
、
一
方
が
清
明
の
一
人

称
で
、
他
方
が
三
人
称
で
語
ら
れ
る
描
写
視
点
の
違
い
等
が
あ
っ
て
、
直
接
の
関
係
を
認
め
る
の
が
蹟
曙
さ
れ
る
。
両
者
の
間
を
仲
介
す

る
も
の
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
こ
に
、
龍
門
文
庫
蔵
『
篭
篇
袖
裡
伝
』
の
存
在
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

二
三
九
雷
篇
袖
裡
伝
一
巻
一
冊
〔
三
ノ
八
〕

室
町
末
期
写
。
毎
半
葉
七
行
片
仮
名
交
り
。
字
面
の
高
さ
約
七
寸
四
分
。
篭
篇
内
伝
の
仮
名
講
説
。
牛
頭
天
王
の
序
に
始
り
、
安
部

懐
中
伝
暦
等
、
本
文
七
十
八
葉
。
巻
末
を
欠
く
の
は
惜
し
い
。
梢
厚
様
の
楮
紙
を
用
ひ
、
仮
綴
の
表
に
書
名
の
他
、
同
じ
く
室
町
末

２
も
う
一
つ
の
『
篇
墓
抄
』
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『篭蔦抄』以前（渡辺）

の
三
部
よ
り
成
る
も
の
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
蘆
蟇
袖
裡
伝
」
は
外
題
で
あ
る
。

１
の
「
牛
頭
天
王
ノ
序
ノ
夏
」
と
は
、
第
一
部
を
構
成
す
る
各
条
の
小
見
出
し
の
う
ち
か
ら
、
最
初
の
一
つ
を
採
っ
た
便
宜
的
な
も
の

で
、
内
題
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
小
見
出
し
は
、
「
一
、
五
節
供
ノ
事
」
（
的
ウ
）
、
「
一
、
和
国
ノ
五
節
供
亡
（
Ⅱ
ウ
）
、
「
一
、

五
節
供
ノ
事
」
（
旭
ウ
）
と
前
書
き
に
類
す
る
箇
条
が
続
い
た
の
ち
、
本
題
に
入
り
、
．
、
天
道
神
ノ
方
ノ
事
」
（
喝
ウ
）
、
．
、
年
徳

神
方
豆
」
（
Ⅲ
オ
）
に
始
っ
て
、
「
一
、
就
二
柱
立
一
在
口
伝
」
（
妬
ウ
）
に
及
ぶ
。
つ
ま
り
、
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
の
第
一
部
は
、
牛
頭
天
王

序
、
天
道
神
の
事
、
年
徳
神
の
事
に
始
っ
て
、
柱
立
の
事
に
及
ぶ
が
、
こ
れ
す
な
わ
ち
『
篭
篇
』
巻
一
「
宣
明
暦
経
上
」
か
ら
巻
四
「
造

屋
篇
」
ま
で
に
当
り
、
し
か
も
そ
の
配
列
を
追
っ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
、
本
稿
末
の
〈
別
表
〉
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
「
袖
裡

伝
」
と
し
た
欄
が
そ
れ
で
あ
る
。
巻
二
「
宣
明
暦
経
中
」
の
「
七
箇
善
日
」
を
除
い
て
は
、
『
篇
篁
』
Ⅱ
類
本
に
即
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

同
書
に
紙
数
七
十
八
葉
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
表
紙
の
継
紙
が
は
が
れ
、
扉
の
ご
と
く
に
な
っ
て
い
る
一
葉
を
加
え
て
の
数
か
。
本
文
の

墨
付
は
七
十
七
丁
で
あ
る
。
内
題
と
み
な
す
べ
き
も
の
が
二
つ
あ
る
。
内
題
お
よ
び
内
容
に
即
し
て
分
け
る
と
き
、
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
は
、

期
の
筆
で
「
頼
堅
」
の
墨
書
識
語
が
見
え
る
。
な
ほ
表
紙
裏
に
「
篭
篇
抜
華
集
類
清
水
清
賢
」
の
墨
書
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
廃

紙
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
、
本
文
と
は
別
筆
で
あ
る
（
但
し
同
時
代
）
。
大
い
さ
、
縦
八
寸
九
分
五
厘
、
横
六
寸
九
分
。

１
「
牛
頭
天
王
ノ
序
ノ
更
」

２
「
×
安
部
懐
中
伝
暦
」

３
補
遺

一
～
四
十
七
丁

四
十
八
～
六
十
九
丁

六
十
九
～
七
十
七
丁
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と
始
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
四
水
」
の
注
解
で
あ
る
が
、
「
四
水
」
と
は
、
つ
ま
り
「
×
」
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ら
し
い
。
「
四
水
」
に

続
く
行
文
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

」
‐
《
尹
甸
ノ
０

こ
の
箇
所
は

〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
の
第
一
部
は
、
『
黄
篇
』
Ⅱ
類
本
を
採
り
あ
げ
て
の
、
『
篇
冨
抄
』
に
類
し
た
仮
名
講
説
（
た
だ
し
、
「
文
殊
曜
宿
経
」

の
一
巻
を
欠
く
）
で
あ
っ
て
、
第
三
部
は
そ
の
補
遺
で
あ
る
。

次
に
、
内
題
を
「
×
安
部
懐
中
伝
暦
」
と
す
る
第
二
部
は
何
か
。
そ
の
実
体
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
し
ば
ら
く
行
文
を
追
っ
て
み

第
二
部
は
右
の
内
題
を
記
し
た
の
ち
に
、

安
部
ト
イ
ッ
パ
、
元
来
内
裡
一
天
五
方
ノ
博
士
在
し
之
、
東
二
加
茂
ノ
博
士
、
南
二
：
…
…
：
：
以
上
安
部
ノ
ー
字
ノ
分
畢

〔
懐
中
ト
ハ
ー
脱
か
〕
仮
実
ノ
ー
儀
ア
リ
：
…
…
・
…
是
ヲ
懐
中
ト
云
也
、
中
ノ
字
ヲ
ア
タ
ル
ト
ョ
ム
也

伝
者
、
是
モ
仮
実
ノ
両
説
ア
リ
：
：
…
…
：
故
二
是
ヲ
伝
ト
云
也

暦
者
、
大
唐
三
黄
ノ
時
第
三
ノ
皇
帝
御
代
二
：
…
：
…
：
暦
ノ
ー
字
畢

先
諸
文
ノ
題
二
四
水
ノ
字
ヲ
置
ク
心
ハ
、
二
点
ヲ
打
ヲ
パ
ー
水
ト
云
、
是
ニ
ニ
点
ヲ
加
ル
故
二
、
四
水
卜
云
也
。
一
点
ヲ
下
ヲ
一
徳

ノ
水
一
滴
ノ
水
ト
可
二
心
得
一
・
一
徳
ノ
水
ト
イ
ッ
パ
…
…
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の
構
文
を
採
っ
て
い
る
。
点
線
に
し
た
部
分
が
注
解
な
の
で
あ
る
が
、
単
な
る
語
釈
に
終
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
た
と
え
ば
、
「
暦
」
の
一

宇
の
説
明
を
敷
術
し
て
、
皇
帝
（
黄
帝
）
の
御
代
に
丁
林
の
子
の
司
代
勘
が
作
っ
た
と
い
う
、
暦
の
始
原
説
話
を
延
々
と
述
べ
た
て
て
い

た
り
す
る
。

と
な
る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
先
に
掲
げ
た
内
題
２
に
外
な
ら
な
い
。

こ
の
先
、
も
う
少
し
、
こ
の
構
造
を
追
っ
て
み
よ
う
。
そ
う
す
る
と
き
、
室
町
期
の
注
釈
書
の
通
例
に
従
っ
て
、
語
釈
の
み
に
終
始

し
、
掲
げ
る
こ
と
を
省
略
し
た
本
文
が
、
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。

「
暦
」
の
注
解
の
次
に
は
、
司
台
勘
の
暦
書
の
こ
と
が
再
説
さ
れ
、
さ
ら
に
、
本
来
は
第
一
部
に
あ
る
べ
き
「
八
専
日
ノ
事
」
の
鼠
入

が
あ
っ
た
り
す
る
が
、
そ
れ
ら
爽
雑
物
を
省
い
て
、
以
下
を
示
せ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
何
何
」
の
部

は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、

×
・
安
部
・
〔
懐
中
〕
・
伝
・
暦

「
何
何
」
ト
ハ
（
あ
る
い
は
ト
イ
ッ
パ
）
：
．
：
：
…
：
（
故
に
）
是
ヲ
何
何
卜
云
也

ナ
カ
ハ
コ
ヲ
カ
ハ
コ

「
篭
蟇
内
伝
金
烏
玉
兎
集
巻
第
井
序
」
ト
ョ
ム
。
「
ホ
キ
」
ノ
ー
字
論
語
二
器
也
ト
注
ス
ト
云
々
・
此
一
行
二
惣
シ
テ
有
二
仮

の
部
分
す
な
わ
ち
注
解
の
対
象
と
な
っ
た
辞
句
の
み
を
採
っ
て
、
順
に
述
べ
て
み
る
と
き
、
原
文
が
復
元
さ
れ
る
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い
ま
、
語
釈
の
対
象
と
な
っ
た
、
本
文
に
当
た
る
辞
句
を
括
弧
で
く
く
っ
て
み
た
。
こ
こ
に
括
弧
内
の
辞
句
を
綴
っ
て
、
い
か
な
る
原
文

が
復
元
さ
れ
る
か
は
、
も
は
や
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
念
の
た
め
に
、
い
さ
さ
か
形
を
整
え
て
示
し
て
み
る
。

（
マ
マ
）

一
、
清
明
序
蔓
「
干
し
専
元
年
中
」
ト
ハ
…
：

：
…
：
：
。
「
殿
上
」
…
…
…
…
「
屯
二
陰
陽
ト
｜
」

宮
」
ト
ハ
：
：
…
：
…
。
「
正
四
位
」
ト
ハ
…
…
…

実
両
垂
哩
此
書
《
…
：
：
：
…
。
「
内
伝
」
ト
者
、
是
モ
仮
実
ア
リ
：
：
…
…
：
。
「
金
烏
」
ト
者
、
日
輪
ノ
異
名
也
：
：
…
：
：
。
「
玉
」

ト
者
、
月
ノ
異
名
也
。
「
兎
」
ハ
、
月
宮
殿
ノ
中
二
兎
ア
リ
…
…
：
…
．
。
「
巻
」
卜
者
、
マ
ク
ト
ョ
ム
也
：
…
・
…
…
。
「
第
」
ト
者
、

（
マ
マ
）

ソ
ラ

次
第
ノ
如
シ
。
「
丼
」
卜
者
、
ナ
ラ
ピ
ト
モ
、
ア
ワ
セ
ル
ョ
ム
…
：
…
：
：
。
「
序
」
卜
者
、
イ
ト
グ
チ
ト
ョ
ム
也
…
…
：
：
：
。
「
天

ノ
ア
ヤ
カ
ラ

ッ
カ
サ
ク
ラ
イ

文
」
ト
者
、
五
方
ノ
博
士
、
五
方
星
ノ
見
レ
文
…
…
…
…
。
「
司
郎
」
ト
者
、
天
文
博
士
ノ
位
ト
云
事
也
…
…
…
…
。
「
安
部
」
ト
者
、

ケ
ク
ル安
部
ノ
中
麿
也
…
・
…
…
：
（
【
２
】
）
…
：
．
：
…
．
。
「
博
士
」
ト
者
…
：
：
…
：
。
「
吉
備
后
胤
」
ト
者
…
…
…
。
：
。
「
朝
臣
」
卜
者
：
。
…

．
：
…
。
「
入
唐
伝
」
者
、
此
聿
戻
清
明
入
唐
シ
テ
伯
道
上
人
ョ
リ
伝
し
之
間
、
云
レ
爾
也
。
清
明
入
唐
シ
子
細
ア
リ
。
先
清
明
ハ
天
下

第
一
博
士
ニ
シ
テ
、
叡
山
ノ
坂
本
二
居
住
ス
・
其
比
鎮
西
薩
摩
ノ
国
二
道
満
ト
云
博
士
…
…
：
…
．
（
【
５
】
）
・
…
…
…
：
。
満
無
二
左

右
一
負
間
、
成
二
弟
子
一
卜
。
其
後
梢
有
テ
近
衛
ノ
院
ノ
時
・
…
：
…
．
：
（
【
６
】
）
・
…
：
．
…
・
・
・
伯
道
上
人
ョ
リ
伝
二
此
書
一
ヲ
故
二
「
入

唐
伝
」
卜
云
也
。
伝
字
ハ
…
：
：
…
．
．
○

蘆
篤
内
伝
金
烏
玉
兎
集
巻
第
井
序

0

。
「
季
春
」
ト
ハ
…
…
…
…
。
「
清
明
ノ
節
」
…
…
…
…
。
「
自
蒙
二
帝
勅
｜
」
…

．
：
…
．
。
「
雲
中
災
」
ト
ハ
・
…
…
…
：
。
「
失
二
雲
中
災
一
」
ト
者
：
…
…
…
．
。
「
紫

歌
倣
安
部
博
士
儲
鮴
〔
清
明
〕
朝
臣
入
唐
伝
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『蘆篁抄』以前（渡辺）

『
篇
篤
』
の
Ｉ
類
本
に
あ
っ
て
、
〈
清
明
序
〉
が
冒
頭
に
置
か
れ
、
し
か
る
後
に
暦
経
注
が
続
く
。
と
こ
ろ
が
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
で
は
、

両
者
の
順
序
が
前
後
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
来
Ⅱ
類
本
の
本
文
に
即
し
て
注
解
を
行
っ
た
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
が
別
系
統
の
Ｉ
類
か
ら

〈
清
明
序
〉
の
み
を
採
り
、
第
二
部
と
し
て
補
っ
た
事
を
意
味
す
る
、
と
考
え
て
支
障
な
か
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
く
Ⅱ
類
本
の
注

釈
で
あ
る
『
箇
篇
抄
』
に
、
Ｉ
類
本
系
の
〈
由
来
〉
の
章
が
備
わ
る
こ
と
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
『
黄
篇
抄
』
の
〈
由
来
〉
の
章
と
、

〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
の
第
二
部
「
清
明
序
豆
」
と
は
、
無
縁
の
も
の
で
あ
る
ま
い
。

か
く
し
て
、
一
た
び
は
関
連
の
程
度
に
問
題
を
残
す
か
と
し
た
、
〈
清
明
序
〉
と
〈
由
来
〉
の
章
と
の
関
係
は
、
再
検
討
に
価
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
さ
き
に
は
人
称
視
点
の
違
い
と
共
通
話
柄
の
多
少
と
を
言
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
共
通
話
柄
の
数
は
、
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉

を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
さ
さ
か
様
相
を
異
に
す
る
。

次
に
、
そ
の
共
通
説
話
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
た
ぐ
い
の
注
釈
書
が
、
語
義
の
注
解
か
ら
逸
脱
し
て
関
連
説
話
の
紹
介
に
走

る
傾
向
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
言
っ
た
。
〈
籠
門
袖
裡
伝
〉
に
あ
っ
て
も
こ
の
傾
向
は
顕
著
で
、
「
×
安
部
懐
中
伝
暦
」
と
題

す
る
第
二
部
も
ま
た
例
外
で
な
い
。
そ
の
実
体
を
、
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
の
構
文
を
説
明
す
る
た
め
に
掲
げ
た
引
用
文
中
に
、
示
し
て
お
い

た
。
〈
角
つ
き
括
弧
〉
に
よ
っ
て
数
字
を
囲
ん
だ
箇
所
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
数
字
は
『
篭
墓
抄
』
〈
由
来
〉
の
章
の
梗
概
を
ま
と
め
た
箇
条

こ
れ
は
、
巻
数
表
示
の
「
巻
壁

〈
清
明
序
〉
そ
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
巻
数
表
示
の
「
巻
第
井
序
」
と
い
う
、
い
さ
さ
か
語
呂
の
整
わ
な
い
表
記
を
含
め
、
Ｉ
類
本
系
『
董
篇
』
の
冒
頭
で
あ
り
、

干
し
雲
〔
余
、
安
〕
元
年
中
季
春
清
明
節
、
自
蒙
二
帝
勅
一
、
〔
存
於
二
〕
殿
上
一
、
屯
二
陰
陽
卜
｜
失
二
雲
中
災
一
。
〔
然
間
予
登
二
〕
紫
宮

「
階
級
一
、
被
し
任
二
〕
正
四
位
〔
殿
一
〕
…
・
…
…
：
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と
釈
し
た
の
ち
に
、
あ
ら
た
め
て
．
、
中
麿
吉
備
入
唐
ノ
事
」
と
一
つ
書
き
し
て
、
遣
唐
使
吉
備
大
臣
が
入
唐
後
、
囲
碁
と
野
馬
台
詩

の
考
試
を
受
け
、
中
麿
赤
鬼
の
助
力
に
よ
っ
て
難
関
を
突
破
す
る
、
【
２
】
に
ほ
ぼ
重
な
る
一
話
（
た
だ
し
、
「
金
烏
玉
兎
集
」
へ
の
言
及

は
な
ど
が
挿
入
さ
れ
、
「
清
明
朝
臣
入
唐
伝
」
の
「
入
唐
伝
」
の
語
釈
か
ら
派
生
し
て
、
【
５
】
の
清
明
、
道
満
に
よ
る
、
長
持
の
内
に

柑
子
六
箇
を
隠
し
て
の
、
内
裏
の
白
洲
に
お
け
る
智
恵
論
（
行
力
競
べ
）
が
、
続
け
て
【
６
】
の
、
安
部
光
栄
に
替
っ
て
近
衛
院
の
籠
妃

玉
藻
の
前
の
正
体
を
あ
ば
く
説
話
が
挿
入
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
〈
清
明
序
〉
そ
の
も
の
の
内
で
語
ら
れ
る
【
１
】
伯
道
上
人
の
「
金
烏
玉

兎
集
」
請
来
證
と
、
【
７
】
の
梨
花
と
組
ん
で
の
道
満
の
謀
計
を
加
え
て
、
〈
由
来
〉
の
章
を
構
成
す
る
七
話
の
う
ち
の
五
つ
ま
で
を
、

〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
の
内
に
捜
し
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
の
第
二
章
を
経
由
し
て
、
〈
清
明
序
〉
か
ら
『
篇
嘉
抄
』
〈
由
来
〉
の
章
に
至
る
ま
で
の
径
庭
は
、
い
く
ば
く
も
な

い
。
も
ち
ろ
ん
注
釈
が
そ
の
ま
ま
物
語
に
化
す
る
こ
と
は
な
い
・
伝
来
の
時
間
的
経
過
に
従
っ
て
話
柄
を
並
べ
か
え
る
こ
と
と
、
話
柄
相

互
の
間
に
物
語
と
し
て
の
関
連
の
綾
を
付
け
る
こ
と
を
、
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
の
、
編
修
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

書
き
に
冠
し
た
番
号
を
意
味
す
る
。
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
は
「
天
文
司
郎
安
部
博
士
」
の
「
安
部
」
の
語
を

編
修
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
さ
ら
に
言
え
ば
、
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
に
載
る
説
話
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
は
め
こ
み
式
に
そ
の
ま
ま
〈
由
来
〉

の
章
に
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
【
２
】
吉
備
大
臣
の
唐
土
で
受
け
る
考
試
が
、
『
蘆
墓
抄
』
〈
由
来
〉
の
章
で
は
、

安
部
ト
ハ
安
部
ノ
中
麿
也
。
此
事
清
明
ガ
注
ナ
ル
ニ
、
安
部
ト
吉
備
ト
ヲ
載
事
《
、
清
明
ョ
リ
以
前
上
代
ノ
名
誉
ノ
博
士
ナ
ル
故

也
。
非
二
付
属
ノ
次
第
一
・
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『蘆篁抄』以前（渡辺）

い
ま
ま
で
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
を
も
と
に
、
『
董
篁
抄
』
〈
由
来
〉
の
章
の
形
成
を
論
じ
て
き
た
が
、
一
伝
本
を
対
象
に
、
委
細
を
尽
し
す

ぎ
た
よ
う
で
あ
る
。
別
本
の
出
現
に
よ
っ
て
、
訂
正
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
言
う
か
と
い
え
ば
、
実

は
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
が
講
釈
の
書
留
め
に
即
し
た
も
の
、
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
ゾ
式
の
文
体
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て

講
釈
の
場
の
臨
場
感
を
そ
の
ま
ま
記
し
留
め
た
と
い
う
態
の
も
の
で
は
な
い
が
、
講
釈
の
書
留
め
を
下
敷
き
に
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ

る
。
本
文
を
備
え
ず
に
、
注
釈
の
み
を
記
す
体
裁
が
理
由
の
一
で
あ
り
、
ま
た
、
次
の
ご
と
き
例
の
存
在
す
る
こ
と
が
傍
証
と
な
ろ
う
。

「
安
部
懐
中
伝
暦
」
の
章
に
、
暦
道
の
始
原
を
丁
林
、
司
台
勘
父
子
に
結
び
つ
け
る
説
話
の
載
る
こ
と
は
、
す
で
に
言
っ
た
。
こ
の
丁

林
と
司
台
勘
の
正
体
が
分
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
父
子
が
姓
を
異
に
す
る
こ
と
が
不
思
議
で
あ
る
。

囲
碁
、
野
馬
台
詩
に
加
え
、
『
文
選
』
読
解
の
三
つ
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
よ
り
も
、
む
し
ろ
『
歌
行
詩
』
の
注
解
書

ｌ
「
長
恨
歌
」
「
琵
琶
行
」
「
野
馬
台
詩
」
に
漢
文
で
注
を
付
け
た
も
の
。
慶
長
年
間
以
降
古
活
字
版
ま
た
整
版
で
刊
行
さ
れ
て
い
る

Ｉ
に
説
く
と
こ
ろ
と
一
致
す
る
。
ま
た
【
６
】
玉
藻
の
前
退
治
の
一
話
に
お
い
て
も
、
〈
由
来
〉
の
章
に
は
あ
る
犬
追
物
の
由
来
や
玄

能
法
師
に
よ
る
殺
生
石
粉
砕
等
の
要
素
を
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
に
は
欠
く
。

『
篭
墓
抄
』
〈
由
来
〉
の
章
の
編
修
に
は
、
こ
の
種
の
口
承
伝
承
を
も
参
勘
し
て
の
肉
付
け
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
【
３
】
の
童
子
が

龍
宮
に
得
た
妙
薬
の
力
を
借
り
て
栄
達
す
る
一
話
や
、
【
４
】
の
狐
で
あ
る
母
と
の
別
れ
な
ど
も
、
同
様
に
し
て
、
新
た
に
加
わ
っ
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
【
３
】
の
類
話
が
『
臥
雲
日
件
録
』
に
載
る
こ
と
は
す
で
に
言
っ
た
。
ま
た
清
明
の
母
を
化
生
の
者
と
す
る
話
が
、

「
狐
女
房
」
の
話
型
の
典
型
で
あ
る
こ
と
も
、
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
に
見
当
た
ら
ず
、
〈
由
来
〉
の
章
に
は
じ
め
て

登
場
す
る
二
話
が
、
民
間
伝
承
に
近
縁
を
持
つ
こ
と
で
共
通
す
る
の
も
、
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
か
ら
〈
由
来
〉
の
章

へ
の
改
編
に
際
し
て
、
【
６
】
の
玉
藻
の
前
説
話
の
修
訂
を
も
含
め
、
民
話
的
色
彩
が
強
く
付
加
さ
れ
た
も
の
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ

久
ノ
０
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と
こ
ろ
で
、
『
庭
訓
往
来
』
三
月
復
状
の
漢
文
注
に
、
同
じ
く
丁
林
父
子
に
因
む
暦
の
来
歴
を
説
く
が
、
そ
こ
で
は
、
父
子
の
う
ち
、

子
の
名
を
「
子
代
観
」
と
す
る
。
「
子
代
観
」
な
ら
ば
、
納
得
で
き
る
。
訓
読
す
れ
ば
〈
．
・
ョ
・
ミ
〉
に
な
る
か
ら
、
で
あ
る
。
そ
の

父
丁
林
の
言
を
記
し
て
暦
に
仕
立
て
た
と
い
う
の
も
、
「
暦
」
を
丁
・
林
・
日
の
三
字
の
合
字
と
す
る
、
字
謎
の
言
葉
遊
び
だ
っ
た
。
〈
龍

門
袖
裡
伝
〉
の
「
司
台
勘
」
は
「
子
代
観
」
を
音
読
し
て
の
当
て
字
で
あ
っ
て
、
か
か
る
事
態
が
生
じ
た
の
も
、
つ
ま
り
は
、
知
識
の
吸

収
に
耳
を
使
っ
た
結
果
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

も
し
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
が
講
釈
の
聞
耆
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
同
時
に
複
数
の
書
留
め
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
筆
録

者
の
耳
と
手
の
能
力
に
よ
り
、
精
粗
の
差
が
あ
り
え
た
は
ず
。
こ
れ
す
な
わ
ち
別
本
を
想
定
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

た
だ
し
、
他
本
の
出
現
を
も
っ
て
し
て
も
、
先
の
〈
由
来
〉
の
章
と
の
比
較
検
討
の
論
旨
が
、
大
き
く
的
を
は
ず
れ
る
こ
と
は
な
か
ろ

う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
新
出
の
資
料
ま
た
注
釈
書
で
あ
る
か
ぎ
り
、
話
柄
各
箇
の
問
に
物
語
的
連
続
性
の
あ
る
は
ず
は
な
く
、
〈
由
来
〉
の

章
の
ご
と
く
仕
立
あ
げ
る
た
め
に
は
、
編
修
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
お
い
て
違
い
は
な
く
、
そ
の
肉
付
け
と
は
、
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
と

〈
由
来
〉
の
章
と
の
差
以
上
で
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、
で
あ
る
。

そ
の
差
を
、
い
ま
、
昔
話
的
要
素
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
当
っ
て
い
た
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
に
も
、
別
本
の

出
現
が
期
待
さ
れ
る
。

『
篭
篇
抄
』
〈
由
来
〉
の
章
に
載
る
暦
道
相
承
證
の
原
形
は
、
〈
清
明
序
〉
を
超
え
て
さ
ら
に
古
く
遡
っ
た
と
こ
ろ
に
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
諺
に
付
随
す
る
説
話
で
あ
っ
た
ら
し
い
・

清
明
が
道
満
に
殺
さ
れ
、
暦
道
相
承
の
正
統
が
危
機
に
瀕
す
る
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
師
の
伯
道
か
ら
言
い
渡
さ
れ
た
三
つ
の
戒

３
龍
樹
菩
薩
の
弟
子
た
ち
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『蘆蟇抄』以前（渡辺）

と
あ
る
。
三
つ
の
戒
め
の
う
ち
、
一
の
妻
の
裏
切
り
は
梨
花
の
不
倫
、
三
の
片
論
は
道
満
と
の
頸
か
け
論
と
し
て
、
本
文
中
に
具
体
化
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
の
大
酒
の
場
面
は
見
当
ら
な
い
・

こ
の
あ
た
り
〈
清
明
序
〉
に
も
「
句
誠
此
巻
、
那
々
子
産
女
意
不
し
許
、
千
日
刈
萱
一
日
滅
謂
乎
（
句
ヲ
此
ノ
巻
二
誠
テ
、
那
々
ノ
子

〈
産
ト
モ
女
二
意
許
サ
ザ
レ
、
千
日
刈
ル
萱
一
日
二
滅
ブ
ト
謂
力
）
」
と
す
る
。
こ
の
「
七
の
子
」
云
々
に
関
し
て
、
古
く
、

め
を
守
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
『
蘆
菖
抄
』
に
そ
の
あ
た
り
が
、

の
例
が
あ
る
。
「
げ
で
ん
の
り
や
う
じ
」
と
は
、
仏
法
に
帰
依
す
る
以
前
の
龍
樹
菩
薩
の
言
、
の
謂
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
美
濃
部
重
克
氏

（
６
）

が
紹
介
さ
れ
た
、
龍
樹
菩
薩
に
関
し
た
『
五
常
内
義
抄
』
に
載
る
次
の
一
話
、
ま
た
同
巣
に
出
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

イ
マ
シ
カ
フ

ニ
ハ
ナ
、
ノ
コ
ツ
マ

ユ
ル
ス

其
後
清
明
帰
朝
セ
ン
ト
ス
ル
時
、
清
明
二
伯
道
ョ
リ
三
ノ
制
メ
ヲ
蒙
ム
ル
。
一
七
子
之
妻
二
意
不
レ
可
し
許
、

カ
タ
ロ
ン
ノ

ウ
ケ

片
論
、
此
三
ノ
制
ヲ
請
帰
朝
ス
ル
也
。

第
十
二
、
人
ハ
無
益
ノ
論
ヲ
シ
、
ア
ラ
ガ
ヒ
ヲ
ス
ペ
カ
ラ
ズ
ト
云
ハ
、
龍
樹
菩
薩
ノ
外
道
ノ
古
へ
、
白
道
ト
云
、
外
法
付
属
ノ
弟
子

有
、
龍
樹
万
徳
ノ
秘
法
ヲ
伝
う
。
知
風
ト
云
者
有
り
、
白
道
ガ
弟
子
二
成
テ
、
是
ヲ
伝
。
白
道
ガ
云
ク
、
汝
セ
ノ
子
ヲ
生
ト
云
共
、

さ
れ
ば
、
げ
で
ん
の
り
や
う
じ
お
ん
ぎ
や
う
に
も
、
な
な
の
子
は
な
す
と
も
女
に
心
ゆ
る
す
な
と
申
縦
の
有
程

ニ
ハ
ニ
ハ

ニ
大
酒
ノ
事
、
三

（
幸
若
『
景
清
』
）
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外
道
の
龍
樹
か
ら
秘
法
を
相
承
し
た
白
道
な
る
者
が
、
愛
弟
子
の
危
機
を
救
う
話
で
あ
る
。
こ
の
一
話
の
、
龍
樹
を
文
殊
に
、
知
風
を
清

明
に
、
提
勢
を
道
満
に
と
、
登
場
人
物
の
名
前
を
入
れ
替
え
る
だ
け
で
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
〈
清
明
序
〉
の
世
界
が
現
前
す
る
。
妻
の
裏
切

り
、
頸
か
け
論
、
生
活
の
法
に
よ
る
蘇
生
等
も
そ
の
ま
ま
あ
り
、
「
白
道
」
「
伯
道
」
の
一
致
も
偶
然
で
な
か
ろ
う
。
が
、
そ
れ
だ
け
で
な

い
。
『
董
蟇
抄
』
〈
由
来
〉
の
章
に
お
け
る
伯
道
三
の
戒
め
の
う
ち
、
第
二
の
大
酒
云
々
の
意
味
が
、
初
め
て
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
る
。
酒

と
は
、
梨
花
に
あ
た
る
知
風
の
妻
が
、
夫
を
た
ぶ
ら
か
す
た
め
に
使
う
小
道
具
で
あ
っ
た
。

『
五
常
内
義
抄
』
は
儒
教
の
い
わ
ゆ
る
仁
義
礼
智
信
の
五
常
を
も
っ
て
章
段
を
分
ち
、
そ
の
何
た
る
か
を
仏
家
の
立
場
か
ら
説
い
た
教

妻
二
心
ヲ
ユ
ル
サ
マ
レ
、
橋
無
ク
シ
テ
天
へ
〈
上
ル
ト
モ
、
ァ
ラ
ガ
ヒ
ヲ
セ
ザ
レ
卜
云
、
ニ
ノ
戒
ヲ
持
テ
、
此
ノ
秘
法
ヲ
教
ヘ
ム
卜

云
。
知
風
其
ノ
時
持
卜
云
テ
、
法
ヲ
習
畢
ヌ
。
又
提
勢
ト
云
者
ノ
有
り
、
知
風
力
妻
ヲ
ス
カ
シ
テ
、
彼
ノ
秘
法
書
ル
物
我
二
見
セ
ョ

ト
云
。
知
風
ガ
妻
云
、
彼
ノ
法
ヲ
・
〈
、
暫
モ
身
ヲ
不
し
放
タ
、
頸
二
懸
タ
リ
ト
云
。
提
勢
猶
ス
カ
シ
ケ
レ
パ
、
知
風
ガ
妻
我
ガ
夫
二

能
々
酒
ヲ
シ
イ
テ
、
寝
入
ダ
ル
時
、
楡
二
取
テ
、
提
勢
ニ
カ
、
セ
ツ
。
書
畢
テ
後
チ
知
風
卜
智
慧
ヲ
課
フ
。
提
勢
我
モ
彼
ノ
法
ヲ
知

レ
ル
由
ヲ
云
ケ
レ
パ
、
知
風
我
ョ
リ
外
此
法
ヲ
知
レ
ル
者
無
シ
。
汝
不
し
可
レ
知
卜
云
程
二
、
師
ノ
訓
ヲ
忘
レ
テ
、
提
勢
ト
ア
ラ
ガ
ヒ

堅
メ
テ
、
互
二
頚
ヲ
カ
ク
。
其
ノ
時
提
勢
彼
懸
ダ
ル
物
ヲ
出
ス
・
知
風
負
テ
則
提
勢
二
頸
ヲ
被
し
切
畢
ン
ヌ
。
其
ノ
骸
ヲ
葬
ス
ル
処

二
、
白
道
ガ
尋
行
テ
、
此
ノ
由
ヲ
聞
テ
生
活
ノ
法
ヲ
行
ケ
レ
バ
、
知
風
如
レ
元
ノ
蘇
生
ス
・
白
道
彼
レ
ヲ
隠
置
テ
七
日
卜
云
二
、
白

道
提
勢
二
遇
テ
、
知
風
世
二
有
り
無
キ
ヲ
論
ジ
堅
テ
、
互
二
頸
ヲ
懸
テ
ア
ラ
ソ
ウ
。
其
ノ
時
白
道
知
風
ヲ
取
り
出
ス
問
ダ
、
提
勢
負

（
マ
マ
）

ヌ
。
即
チ
白
道
二
提
勢
ガ
頸
ヲ
切
テ
、
知
風
ヲ
具
シ
テ
本
国
へ
返
ヌ
ト
云
リ
。
故
一
二
定
ト
思
ハ
ム
事
ヲ
モ
、
様
ゾ
有
ル
覧
ト
思

閑
メ
テ
、
不
し
可
レ
課
ス
・
都
テ
ア
ー
フ
ソ
イ
ハ
、
イ
ザ
セ
ム
ト
云
ハ
、
シ
レ
物
ト
云
リ
。
勝
シ
事
ト
、
不
定
也
、
負
ヌ
レ
パ
無
二
面
目
｝

卜
云
ヘ
リ
。
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『黄蟇抄』以前（渡辺）

も
ち
ろ
ん
吉
備
大
臣
を
経
由
し
て
伯
道
か
ら
清
明
に
至
る
の
が
、
正
面
に
押
出
さ
れ
た
正
式
な
ル
ー
ト
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
は
行
間
に

訓
書
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
成
立
と
い
う
。
無
益
な
論
議
を
戒
め
た
白
道
と
そ
の
弟
子
の
一
話
は
、
「
義
」
の
章
第
十
話
に
当
る
。
右
の
引

用
は
、
古
典
文
庫
三
七
三
所
収
の
宝
徳
四
年
奥
書
本
に
依
っ
た
が
、
引
用
に
あ
た
っ
て
、
表
記
の
一
部
を
私
に
改
め
た
。

こ
れ
も
美
濃
部
氏
の
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
外
道
龍
樹
の
説
話
は
、

終
り
に
、

に
し
た
い
。

の
ご
と
き
俗
伝
を
経
由
し
て
、
『
箇
薑
抄
』
の
世
界
に
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

終
り
に
、
清
明
伝
承
形
成
の
経
過
を
、
『
蘆
篇
抄
』
の
〈
由
来
〉
の
章
に
み
る
諸
要
素
の
整
理
を
中
心
と
し
て
、
ま
と
め
て
み
る
こ
と

〈
由
来
〉
の
章
を
熟
読
含
味
す
る
と
き
、
「
金
烏
玉
兎
集
」
伝
来
の
経
路
と
し
て
、
次
の
三
つ
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。

baC 清
明
と
申
は
秘
密
真
言
の
棟
領
、
龍
樹
菩
薩
の
変
化
也
。
杵
は
白
道
沙
門
と
あ
ら
は
れ
、
今
は
清
明
と
い
ふ
博
士
に
生
れ
た
り
。
陰

陽
の
秘
術
を
あ
な
が
ち
に
執
し
秘
思
し
か
は
、
二
度
、
さ
す
の
み
こ
と
成
て
か
Ｌ
る
賢
王
の
御
代
に
仕
給
ふ
也
。

（
逸
翁
美
術
館
蔵
絵
巻
『
大
江
山
酒
呑
童
子
』
）

伯
道
か
ら
吉
備
大
臣
を
経
由
し
て
清
明
に
至
る
。

安
倍
の
童
子
龍
宮
に
至
っ
て
龍
王
に
請
う
。

清
明
入
唐
し
て
伯
道
よ
り
直
接
授
か
る
。
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〈
ｂ
〉
は
【
３
】
に
、
小
蛇
実
は
龍
宮
の
乙
姫
の
一
命
を
救
っ
た
礼
と
し
て
、
「
石
厘
」
を
も
ら
い
受
け
た
、
と
あ
る
の
み
。
こ
れ
だ

け
の
記
述
か
ら
龍
宮
渡
来
説
を
言
う
の
は
、
い
さ
さ
か
強
引
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
篇
篇
抄
』
巻
一
「
宣
明
暦
経
注
上
」
に
「
黄
蟇
」
の

語
を
釈
し
て
、
天
笠
で
「
石
厘
金
烏
玉
兎
集
」
、
大
唐
で
「
玉
厘
金
烏
玉
兎
集
」
、
我
が
国
で
「
篭
蔦
金
烏
玉
兎
集
」
と
呼
ば
れ
た
、
と
す

る
。
「
石
厘
」
は
「
金
烏
玉
兎
集
」
を
収
め
る
容
器
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
伝
来
の
ル
ー
ト
と
し
て
あ
え
て
加
え
て
み
た
。
〈
ｃ
〉
も

【
７
】
の
行
間
か
ら
読
み
取
っ
た
と
こ
ろ
。
【
７
】
の
文
面
を
追
う
か
ぎ
り
、
そ
れ
と
明
記
し
た
箇
所
を
見
出
す
わ
け
で
な
い
。
だ
が
、

も
し
こ
の
時
に
授
け
ら
れ
た
の
で
な
か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
伯
道
の
も
と
で
の
三
年
の
辛
苦
は
、
何
が
目
的
で
あ
っ
た
と
言
う
の
か
。

〈
ｂ
〉
も
〈
ｃ
〉
も
、
こ
の
よ
う
に
深
読
み
を
し
た
う
え
で
の
推
量
で
あ
る
。
だ
が
『
篭
篇
抄
』
を
離
れ
、
そ
の
原
拠
の
階
段
を
検
討

の
対
象
と
す
る
と
き
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
当
て
推
量
で
は
な
い
。
〈
ｃ
〉
の
推
測
を
生
む
【
７
】
は
、
そ
の
前
段
階
の
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉

に
も
、
も
う
一
つ
前
の
〈
清
明
序
〉
に
も
、
こ
の
入
唐
時
に
伯
道
か
ら
「
金
烏
玉
兎
集
」
を
授
け
ら
れ
た
と
、
は
っ
き
り
書
い
て
あ
る
。

『
五
常
内
義
抄
』
の
当
該
説
話
も
、
秘
伝
の
授
受
が
重
要
な
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
言
う
ま
て
も
あ
る
ま
い
。
〈
ｂ
〉
は

『
臥
雲
日
件
録
』
所
収
の
古
い
伝
承
に
龍
宮
云
々
の
記
述
が
な
く
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
あ
え
て
推
測
を
た
く
ま
し
ゅ
う
す
れ
ば
、

「
聴
き
耳
」
型
の
民
間
伝
承
に
不
可
欠
の
「
づ
き
ん
（
ま
た
は
耳
薬
）
」
を
欠
く
と
こ
ろ
か
ら
し
て
も
、
「
石
厘
」
（
ま
た
は
「
金
烏
玉
兎

集
」
）
が
筆
録
の
階
段
で
落
ち
た
可
能
性
が
な
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
〈
由
来
〉
の
章
の
眼
目
で
あ
る
〈
ａ
〉
の
、
吉
備
大
臣
の
手
を
経
て
の
伝
来
と
い
う
考
え
の
出
自
は
と
い
え
ば
、
ま
こ
と

に
意
外
な
、
そ
し
て
あ
っ
け
な
い
所
に
捜
し
求
め
ら
れ
る
。
〈
ａ
〉
は
【
２
】
の
内
に
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
【
２
】
は
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉

の
「
吉
備
后
胤
」
と
い
う
語
の
語
注
ま
た
『
歌
行
詩
』
の
注
釈
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
歌
行
詩
』
注
釈
書
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
「
金
烏
玉
兎
集
」
の
由
来
に
関
し
て
は
、
触
れ
て
い
な
い
。
と
す
る
と
残
る
の
は
、
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
の
「
吉
備
后
胤
」
の
語

ほ
の
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
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編
修
の
手
際
が
拙
く
、
主
眼
で
あ
る
〈
ａ
〉
以
外
に
〈
ｂ
〉
と
か
〈
ｃ
〉
と
か
の
読
み
を
許
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
、

〈
由
来
〉
の
章
が
出
自
を
違
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
話
柄
の
寄
せ
集
め
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
依
拠
あ
る
い
は
参
照
し
た
先
齪
が
複
数

で
あ
っ
た
こ
と
を
、
自
ず
と
物
語
っ
て
い
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
清
明
に
関
す
る
伝
承
が
こ
こ
に
一
ま
ず
集
大
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
材
料

に
、
新
た
な
る
清
明
像
が
築
構
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
誕
生
し
た
、
実
伝
と
は
大
き
く
隔
た
っ
た
清
明
像
は
、
近
世
に

入
っ
て
”
特
に
文
芸
の
世
界
に
お
い
て
一
人
歩
き
を
始
め
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
機
会
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

注
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
吉
備
大
臣
が
囲
碁
や
野
馬
台
詩
の
考
試
を
受
け
る
こ
と
は
載
せ
る
が
、
大
臣
が
「
金
烏
玉
兎
集
」
伝
来
に
一
役
を

担
っ
た
、
と
は
書
い
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
反
対
に
、
「
非
二
付
属
ノ
次
第
｜
」
と
述
べ
、
仲
麿
と
吉
備
大
臣
は
「
金
烏
玉

兎
集
」
相
伝
の
ラ
チ
外
と
、
は
っ
き
り
断
っ
て
い
る
。
「
安
部
博
士
吉
備
后
胤
」
の
「
安
部
」
と
は
仲
麿
で
あ
っ
て
、
清
明
以
前
の
碩
学

二
人
の
名
を
も
っ
て
文
飾
に
し
た
だ
け
、
と
い
う
の
が
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
の
解
釈
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
在
唐
時
中
丸
赤
鬼
か
ら
受
け
た
恩
義
に
報
ず
る
た
め
、
吉
備
大
臣
は
唐
帝
か
ら
授
か
っ
た
「
金
烏
玉
兎
集
」
を
、
常
陸

筑
波
山
の
麓
に
逼
塞
す
る
中
丸
子
孫
に
讓
っ
た
、
と
い
う
、
〈
由
来
〉
の
章
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
も
い
う
べ
き
暦
数
書
伝
来
謹
は
、
〈
龍
門

袖
裡
伝
〉
か
ら
『
篇
蟇
抄
』
へ
い
た
る
階
段
で
の
新
た
な
添
加
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
清
明
の
光
輝
あ
る
祖
先
の
「
安
部
」
仲
麿
ま
た

「
吉
備
」
大
臣
の
逸
話
と
し
て
載
せ
る
、
仲
麿
赤
鬼
と
吉
備
大
臣
に
よ
る
諸
文
物
請
来
證
に
、
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
の
否
定
に
目
を
つ
ぶ
っ

て
、
「
金
烏
玉
兎
集
」
を
ち
ゃ
っ
か
り
抱
き
合
せ
て
し
ま
っ
た
も
の
、
で
あ
ろ
う
。
〈
ａ
〉
吉
備
大
臣
請
来
説
は
、
〈
ｃ
〉
伯
道
直
伝
あ
る

い
は
〈
ｂ
〉
龍
宮
渡
来
と
い
う
従
来
の
説
を
あ
え
て
抹
殺
し
て
、
例
の
編
修
の
過
程
に
お
い
て
作
り
出
さ
れ
た
、
『
篭
篤
抄
』
の
虚
構
で

て
、
「
令

い
は
〈
し

あ
っ
た
。

第
三
章
『
篇
篇
抄
』
の
説
話
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清
明
一
代
記
が
、
達
意
を
計
っ
て
『
箇
菖
』
の
語
注
に
添
え
ら
れ
た
、
例
話
を
綴
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
っ
た
こ
と
を
言
っ
た

が
、
『
雷
篁
抄
』
ま
た
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
に
劣
ら
ず
達
意
は
計
る
た
め
に
説
話
を
大
い
に
利
用
す
る
。
〈
由
来
〉
の
章
を
離
れ
て
も
、
巻
一

「
宣
明
暦
経
注
上
」
か
ら
巻
五
「
文
殊
曜
宿
経
」
ま
で
、
ま
す
ま
す
頻
繁
で
あ
り
、
例
え
ば
、
「
天
文
」
の
語
に
派
生
し
た
、
漢
代
の
隠

士
厳
光
が
、
竹
馬
の
友
光
武
帝
の
内
裏
に
招
か
れ
、
そ
の
胸
に
足
を
あ
げ
て
寝
た
夜
、
五
方
の
星
が
運
行
を
乱
し
た
と
い
う
説
話
（
巻

一
）
、
「
鴛
鴦
」
の
語
に
派
生
し
た
、
畠
に
掲
げ
て
お
い
た
妻
の
姿
絵
を
風
に
飛
ば
さ
れ
る
絵
姿
女
房
證
（
同
）
、
「
帰
亡
日
、
往
亡
日
」
に

派
生
し
た
、
武
蔵
の
石
砕
が
唐
国
へ
渡
っ
て
鉄
破
に
力
比
べ
を
挑
み
、
両
人
と
も
立
ち
死
を
す
る
説
話
（
巻
二
）
等
々
、
多
彩
で
あ
る
。

『
蘆
篇
抄
』
に
利
用
さ
れ
る
説
話
を
通
観
し
て
み
る
と
き
、
仏
法
神
道
に
関
わ
り
を
持
つ
も
の
の
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
と
く
に
巻
三

「
三
宝
吉
日
」
「
神
吉
日
」
に
集
中
す
る
こ
と
は
、
そ
の
標
題
の
し
か
ら
し
む
と
こ
ろ
と
し
て
当
然
な
が
ら
、
デ
ィ
テ
ー
ル
に
い
た
る
ま

で
が
詳
細
で
あ
っ
て
、
や
は
り
特
異
な
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
初
め
に
、
『
霞
篤
抄
』
の
注
解
が
、
仏
教

的
な
説
明
に
熱
心
で
あ
る
こ
と
を
、
実
例
に
即
し
て
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

『
蘆
蔦
』
巻
一
初
め
に
、
牛
頭
天
王
が
南
海
娑
娼
羅
龍
王
の
龍
宮
に
赴
き
、
頗
梨
采
女
を
嫁
撤
し
て
の
帰
路
、
広
達
国
の
巨
旦
大
王
の

城
を
攻
め
る
場
面
が
あ
る
。
命
を
受
け
た
八
王
子
は
、
百
千
そ
こ
ば
く
の
春
属
を
率
い
て
攻
撃
す
る
。
そ
の
箇
所
『
蘆
篇
』
の
記
事
は
、

『
箇
墓
抄
』
は
〈
信
田
妻
〉
の
原
話
を
載
せ
る
書
物
と
し
て
古
来
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
を
言
っ
て
済
ま
せ
て
し
ま
う
わ

け
に
は
、
い
か
な
い
。
数
々
の
説
話
を
、
中
世
的
注
釈
書
の
通
例
と
し
て
、
随
所
に
ち
り
ば
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
魅
力
的
な

説
話
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
い
か
な
る
書
物
と
関
連
を
持
つ
か
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
安
倍
の
童

子
の
物
語
が
、
い
か
な
性
格
を
持
つ
か
に
、
見
極
め
を
つ
け
る
こ
と
で
も
あ
る
。

１
仏
神
の
説
話
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れ
る
。

で
あ
っ
て
、
と
く
に
②
「
八
龍
」
が
、
①
「
四
衆
」
と
も
ど
も
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
も
い
え
る
長
行
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
せ
ら

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
右
肩
に
数
字
を
付
け
て
み
た
字
句
に
『
霞
嘉
抄
』
で
語
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
に
施
さ
れ

る
注
解
の
分
量
を
、
『
篇
篇
抄
』
寛
永
六
年
菊
屋
版
の
行
数
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、

②
の
「
八
龍
」
に
加
え
ら
れ
た
注
解
は

ニ
ハ

ニ
ハ

ク

八
龍
卜
者
、
一
難
陀
龍
王
、
此
ヲ
歓
喜
卜
翻
ス
。
二
賊
難
陀
、
善
歓
喜
ト
翻
ス
・
此
ノ
ー
龍
兄
弟
也
。
而
二
時
時
雨
ヲ
降
シ
、
能

ノ

リ
フ

ノ

五
穀
ヲ
増
長
シ
、
常
二
摩
訶
国
ヲ
守
護
ス
・
故
二
摩
訶
国
王
一
年
一
二
度
ヅ
、
斎
会
有
テ
、
彼
二
龍
王
祭
給
卜
云
々
・
彼
国
ノ
土
民

・
ソ
釣
忽

ヱ

ス

ル

ク

是
ヲ
聞
テ
喜
フ
故
二
、
爾
翻
也
。
惣
而
仏
説
法
ノ
会
二
来
テ
必
聴
聞
ス
ル
也
。
或
記
二
曰
、
目
連
ノ
曰
、
世
尊
既
二
無
量
ノ
大
衆
ノ

チ

ニ
ハ

為
二
説
法
シ
給
二
、
汝
等
力
如
ノ
形
無
し
之
ト
有
ル
ー
依
テ
、
容
顔
美
麗
ノ
形
二
変
シ
テ
来
リ
、
聴
聞
ス
ト
云
々
・
三
娑
伽
羅
龍

①
「
四
衆
」
１
９
行
②
「
八
龍
」
ｌ
肥
行
③
「
神
通
弓
」
１
５
行
④
「
飛
行
矢
」
１
６
行

⑤
「
干
戈
交
し
色
」
１
１
行
⑥
「
令
し
蜂
到
起
彼
国
一
」
１
１
行

ノ
く
、
ソ
ツ
シ
テ

ノ

ノ
ヲ
ニ
ハ
シ
シ
ン
イ
ノ
ヲ
ニ
ハ
キ
ノ
ヲ

干
し
時
八
王
子
等
各
相
手
引
卒
①
四
衆
②
八
龍
等
百
千
若
干
春
属
「
上
著
二
愼
志
鎧
丙
手
抱
二
降
伏
劔
一
、

ヲ

ナ
シ
カ
キ
リ

ヘ
ヲ
二
ム
セ
ノ
ー

矢
一
、
刀
杖
閨
し
限
。
⑤
干
戈
交
し
色
、
已
⑥
令
レ
蜂
剴
起
彼
国
一
。

ニ
ハ
ハ
ケ
ノ

③
神
通
弓
括
二
④
飛
行
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の
ご
と
く
で
あ
る
。
長
文
に
わ
た
る
の
で
、
中
途
以
下
を
省
略
し
た
。

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
八
大
龍
王
を
漢
語
に
何
と
翻
訳
す
る
か
、
の
説
明
で
あ
る
。
難
陀
（
ｚ
目
含
）
、
敵
難
陀
（
優
波
難
陀
、

己
９
コ
目
烏
）
、
娑
蜴
羅
（
設
隠
『
“
）
等
を
、
そ
れ
ぞ
れ
歓
喜
、
善
歓
喜
、
海
と
漢
訳
す
る
来
由
を
述
べ
た
、
翻
訳
名
義
説
話
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
暦
数
書
の
注
釈
で
あ
る
『
篇
蔦
抄
』
に
、
「
八
龍
」
の
か
く
の
ご
と
く
詳
し
い
説
明
が
、
は
た
し
て
必
要
で
あ
ろ
う
か
。

引
用
を
省
い
た
箇
所
で
は
あ
る
が
、
「
八
龍
」
の
条
の
終
り
に
、
「
此
四
衆
八
龍
、
頗
梨
女
ノ
御
供
ノ
龍
神
也
卜
云
々
」
と
の
断
り
を
加

え
、
牛
頭
天
王
の
后
頗
梨
采
女
の
従
者
に
当
て
て
『
篇
蔦
抄
』
の
本
文
に
沿
わ
せ
よ
う
と
す
る
配
慮
が
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ

は
、
そ
の
場
限
り
の
遁
辞
で
し
か
な
い
。
な
ぜ
に
と
言
う
に
、
頗
梨
采
女
を
「
八
龍
」
の
一
で
あ
る
娑
蜴
羅
龍
王
の
第
三
女
、
と
す
る

『
黄
葛
』
本
文
の
人
物
設
定
に
違
背
す
る
か
ら
、
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
「
八
龍
」
に
関
す
る
こ
の
長
口
説
は
何
な
の
か
と
い
え
ば
、
実
は
、
他
書
か
ら
の
丸
取
り
的
な
借
用
な
の
で
あ
る
。
右
の

引
用
は
、
た
と
え
ば
、
天
台
宗
江
州
柏
原
談
義
所
系
の
法
華
経
注
釈
書
の
、
次
の
よ
う
な
行
文
に
、
ほ
ぼ
重
な
る
。

ニ
ハ

ニ
ハ

ニ
ハ

ニ
ハ

ニ
ヲ
シ
ク
ヲ

一
八
龍
之
事
一
難
蛇
龍
王
、
此
云
二
歓
喜
一
也
。
二
球
難
蛇
龍
王
、
此
云
二
善
歓
喜
一
也
。
此
二
龍
兄
弟
也
。
時
時
雨
降
能
五
穀

シ
ー
ア

ル

ヲ

ニ
ノ

ヲ
タ
マ
フ

ノ

ヲ
ス
ル
ニ
ノ
ヲ
卜

令
二
熟
熱
｝
常
守
二
摩
訶
陀
国
一
也
。
依
レ
之
彼
国
王
季
一
度
斎
会
儲
、
彼
二
龍
祭
也
。
彼
国
百
姓
等
間
し
之
各
歓
喜
故
龍
名
歓
喜
云

ノ

ヨ
リ
ト
ト
ヲ
プ

シ
テ
ノ
ニ
ハ
ス
シ
テ
ス
ル

ニ
○
ノ

也
。
仏
誕
生
時
、
此
二
龍
来
、
口
出
・
一
湯
水
↓
ウ
フ
湯
ア
ヒ
セ
奉
也
。
惣
仏
説
法
伽
必
来
臨
聴
聞
也
。
サ
テ
仏
処
来
時
事
、
記

ノ

メ
ニ
ノ
ノ
シ
タ
マ
フ

フ
ト
ヲ
ノ
ク

チ

ノ
ト

ヲ
テ
ハ

云
、
目
連
云
、
世
尊
今
為
二
元
量
大
衆
一
説
法
也
。
莫
レ
化
二
汝
形
一
。
龍
円
、
如
レ
是
乃
作
二
端
正
人
一
云
々
・
龍
本
身
見
諸
人
恐

ス
ヘ
キ
ニ
カ
ヲ
テ

ナ
ル
・
卜
シ
テ
ル
ニ
ハ

ニ
ハ
ト
リ

ム
ニ
ニ

ー
ー

ニ
ハ

怖
故
、
彼
形
改
容
儀
端
正
人
反
化
来
也
。
三
婆
伽
羅
龍
王
、
此
云
レ
海
也
。
此
龍
住
二
大
海
一
故
従
二
住
処
一
名
し
海
也
。
四
・
：
…

レ

ノ

ム

ー
ー
ハ

王
、
此
ハ
海
卜
翻
。
此
龍
常
二
大
海
二
住
故
二
海
卜
翻
ス
・
四
和
修
吉
龍
王

（
『
篭
篇
抄
』
巻
二
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『童薑抄』以前（渡辺）

『
篇
蟇
抄
』
と
『
法
華
経
直
談
紗
』
と
の
、
「
八
龍
」
に
関
す
る
記
事
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
関
連
の
密
な
さ
ま
を
示
す
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
か
ら
両
書
を
直
接
結
び
つ
け
る
の
は
、
短
絡
的
に
過
ぎ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
『
法
華
経
直
談
紗
』
か
ら
の
右
の
引
用
と
ほ
ぼ
一
致
す

る
同
文
が
、
同
じ
く
天
台
系
の
法
華
経
注
釈
書
で
あ
る
『
鶯
林
拾
葉
抄
』
巻
三
第
八
段
に
見
出
さ
れ
る
か
ら
、
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

『
箇
篁
抄
』
の
「
八
龍
」
の
注
釈
は
、
『
法
華
経
直
談
紗
』
や
『
鷲
林
拾
葉
紗
』
に
類
す
る
法
華
経
の
注
釈
書
に
依
っ
た
も
の
、
と
す
る

の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
つ
い
で
な
が
ら
言
え
ば
、
②
「
八
龍
」
の
み
で
な
く
、
①
「
四
衆
」
の
語
釈
も
、
『
法
華
経
直
談
紗
』
で

「
八
龍
」
に
並
ん
で
記
さ
れ
る
「
四
緊
那
羅
事
」
の
行
文
と
ほ
ぼ
重
な
る
。

法
華
経
注
釈
書
と
の
関
連
が
集
中
的
に
見
ら
れ
る
の
は
、
『
霞
薑
抄
』
巻
三
Ｍ
「
三
宝
吉
日
」
の
条
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
仏
菩
薩
に
か

か
わ
る
十
七
箇
日
を
上
中
下
の
三
吉
日
に
分
け
て
集
成
し
た
も
の
。
注
解
が
仏
教
的
色
彩
を
帯
び
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
う
言

っ
て
済
ま
せ
ら
れ
な
い
、
特
異
な
傾
向
を
も
示
し
て
い
る
。
『
雷
蔦
抄
』
の
十
七
箇
日
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
注
釈
と
『
鷲
林
拾
葉
紗
』

『
法
華
経
直
談
抄
』
と
の
重
な
り
あ
い
を
示
せ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

三
宝
上
吉
日

※
丙
寅

※
壬
午

庚
寅

舎
利
弗
誕
生
日

祇
園
精
舎
造
立
日

釈
迦
檀
特
山
入
日

『
拾
葉
抄
』

二
’
五
棚
一
末
朋
Ｉ
Ⅲ

『
直
談
紗
』

（
『
法
華
経
直
談
紗
』
二
本
弱
Ｉ
洲
）
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市
干
圭
ロ
ｐ
Ｈ

下
吉
日
※
庚
午
普
明
王
遁
殺
害
日

一
’
二
六
弱
一
末
９
１
蹄

丁
丑
雪
山
童
子
蓮
華
化
生
日

三
末
路
Ｉ
Ⅷ

※
辛
巳
大
施
太
子
蒙
摩
尼
珠
日
二
末
脂
Ｉ
別

一
五
’
一
七
柵

※
戊
寅
波
羅
奈
国
王
成
十
六
大
国
尊
主
日

※
丙
午
戸
毘
大
王
顕
釈
迦
日
二
末
９
１
洲

※
辛
亥
鹿
王
成
獅
子
王
菩
薩
日

（
注
）
『
拾
葉
抄
』
は
『
鷲
林
拾
葉
紗
』
の
略
、
コ
ー
’
五
蛆
」
は
第
二
巻
第
五
話
で
『
日
本
大
蔵
経
』
（
旧
版
）
法
華
部

※※
癸庚辛丁
酉辰未卯

※
丙
寅
阿
闇
世
王
成
仏
弟
子
日

己丁甲
酉酉午

妙
荘
厳
王
詣
仏
場
日

釈
提
桓
上
転
輪
聖
王
位
日

曼
茶
訶
女
成
福
報
光
明
女
日

吉
祥
天
女
誕
生
日

釈
迦
成
等
正
覚
日

迦
葉
授
法
日

目
連
神
通
第
一
名
誉
日

一
五
’
○
柵

三
’
九
船

二
四
ｌ
厳
○
川

六
’
一
四
Ⅷ

’’

七－
5245

三十二七
末末本本
1316443

1ⅢIⅡ

487510218489

末末
2421

II
127112
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『童蟇抄』以前（渡辺）

こ
の
す
べ
て
が
「
八
龍
」
の
例
に
見
た
ご
と
く
、
全
文
が
重
な
り
合
う
と
い
う
密
着
度
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
上
吉
日
「
丁

酉
迦
葉
授
法
日
」
の
場
合
、
①
拍
華
微
笑
の
こ
と
、
②
大
亀
氏
と
翻
す
る
い
わ
れ
、
③
飯
光
と
翻
す
る
い
わ
れ
、
④
畢
鉢
羅
と
称
す
る

い
わ
れ
、
⑤
因
位
の
と
き
麦
飯
供
養
の
こ
と
、
⑥
同
じ
く
箔
仏
再
興
の
こ
と
、
の
六
段
落
よ
り
成
り
、
①
が
標
題
の
迦
葉
授
法
の
こ
と
を

言
い
、
②
以
下
が
彼
の
翻
訳
名
義
、
あ
る
い
は
前
生
の
功
徳
を
述
べ
る
。
そ
の
う
ち
、
②
か
ら
⑥
ま
で
の
内
容
が
『
鷲
林
拾
葉
紗
』
や

『
法
華
経
直
談
紗
』
と
関
わ
り
を
持
つ
。
ま
た
そ
の
関
わ
り
も
、
細
部
ま
で
が
一
致
、
あ
る
い
は
共
通
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
、
⑥
に
相
当
す
る
『
法
華
経
直
談
紗
』
所
収
の
一
話
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
。
毘
婆
戸
仏
滅
後
、
雨
露
に
さ
ら
さ
れ
て
朽
ち
果

て
よ
う
と
し
て
い
る
仏
像
を
、
「
菜
摘
水
汲
」
む
た
び
に
悲
し
ん
だ
下
女
が
、
箔
打
ち
と
夫
婦
に
な
っ
て
修
復
の
志
を
叶
え
、
そ
の
功
徳

に
九
十
一
劫
の
間
富
家
に
生
ま
れ
、
身
に
光
明
を
備
え
た
１
１
と
。
こ
れ
に
対
し
『
篭
篤
抄
』
の
⑥
は

と
短
い
。
こ
れ
は
『
法
華
経
直
談
紗
』
の
一
話
の
う
ち
か
ら
、
下
女
・
水
汲
・
薄
仏
・
再
興
な
ど
の
語
を
摘
ん
で
綴
り
合
せ
て
み
た
も
の

の
、
簡
略
に
過
ぎ
て
舌
足
ら
ず
の
一
文
を
な
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
み
な
し
、
関
連
を
認
め
た
。

同
様
に
し
て
他
も
関
連
を
認
め
る
と
き
、
②
の

ハ
ナ
ッ
ヲ

先
》
〆
、
や
、

ハ
ク
カ
ウ

（
迦
葉
は
）
身
ョ
リ
放
二
光
明
也
・
他
ノ
下
女
ノ
水
汲
ト
談
シ
テ
、
薄
仏
再
興
ノ
故
也
。

書
疏
三
の
四
十
九
。
ヘ
ー
ジ
所
収
を
意
味
す
る
。
『
直
談
紗
』
は
『
法
華
経
直
談
鋏
』
の
略
、
．
末
飽
Ｉ
Ⅲ
」
は
第
一

末
巻
第
二
十
二
話
で
臨
川
書
店
影
印
版
第
一
冊
二
八
。
ヘ
ー
ジ
所
収
を
意
味
す
る
。
※
印
は
、
注
解
の
一
部
あ
る
い

は
全
部
が
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
と
重
な
る
こ
と
を
示
す
。
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の
「
仙
人
」
は
「
先
人
」
で
、
先
人
（
先
代
）
の
修
学
中
、
亀
が
仙
図
（
「
仙
図
〈
八
卦
也
」
と
注
す
る
）
を
背
負
っ
て
現
わ
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
迦
葉
の
一
族
は
そ
れ
ゆ
え
亀
氏
を
称
し
た
、
の
謂
と
理
解
さ
れ
た
り
、
③
の
迦
葉
の
翻
訳
名
義
「
飯
光
」
が
「
飲
光
」
の
、
④

の
父
の
名
「
辺
毘
羅
」
が
「
迦
毘
羅
」
の
誤
記
と
気
づ
い
た
り
す
る
。

ま
た
上
吉
日
「
丙
寅
舎
利
弗
誕
生
日
」
も
、
①
叔
父
を
長
爪
梵
士
と
称
す
る
こ
と
、
②
長
爪
梵
士
ス
ズ
メ
を
握
っ
て
仏
所
に
推
参
す

る
こ
と
、
③
舎
利
弗
の
翻
訳
名
義
「
珠
子
」
「
鷲
子
」
の
い
わ
れ
、
の
三
つ
の
う
ち
、
①
と
③
と
は
法
華
経
の
注
釈
書
に
、
一
部
訂
正
を

ノ

ｕ
ｒ
ハ

ノ

要
す
る
（
鉄
腹
外
道
を
長
爪
梵
士
と
す
る
が
、
舎
利
弗
の
父
優
波
提
舎
の
誤
り
。
『
法
華
経
直
談
抄
』
に
「
父
優
波
提
舎
云
五
天
竺
第
一

リ
ニ
ク
ヲ
ニ
カ
ン
卜
テ
ヲ
ヲ
ク
二

論
義
者
也
。
吾
余
多
物
知
故
、
腹
破
云
鉄
以
其
胎
巻
。
故
名
》
一
鉄
腹
外
道
一
也
」
）
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
文
を
見
出
す
が
、
②
は
な
く
、
〈
龍

門
袖
裡
伝
〉
の
当
該
箇
所
に
同
一
記
事
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
『
鷲
林
拾
葉
紗
』
や
『
法
華
経
直
談
妙
』
と
棚
鋸
す
る
行
文
を
も
見
出
す
。
『
蘆
篇
抄
』
は
中
吉
日
「
丙
寅
阿
闇
世
王
成
仏

弟
子
日
」
に
、
提
婆
の
教
唆
で
父
の
頻
婆
娑
羅
王
を
殺
し
、
母
の
章
提
希
夫
人
を
も
殺
そ
う
と
し
た
阿
闇
世
王
の
悪
逆
を
述
べ
る
が
、
そ

の
前
に
、
マ
ク
ラ
の
よ
う
に
し
て
、
王
が
酔
象
を
放
っ
て
釈
迦
を
殺
そ
う
と
し
た
一
話
を
添
え
る
。
『
鶯
林
拾
葉
紗
』
も
『
法
華
経
直
談

抄
』
も
こ
の
両
話
を
並
べ
て
掲
げ
る
も
の
の
、
象
を
放
っ
た
者
を
、
阿
閨
世
王
で
は
な
く
、
提
婆
自
身
と
す
る
。
阿
閣
世
王
を
唆
し
て
父

母
殺
し
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
、
酔
象
に
よ
っ
て
釈
迦
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
た
こ
と
等
を
も
っ
て
、
提
婆
五
逆
の
内
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
阿
闇
世
王
が
象
を
放
っ
た
と
す
る
『
篭
冨
抄
』
の
記
述
は
、
誤
解
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
も
お
そ
ら
く
正
し

く
あ
る
ま
い
。
天
台
大
師
智
顎
の
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
に
提
婆
の
五
逆
を
釈
し
て
「
教
二
閣
王
一
放
二
酔
象
↑
陽
し
仏
」
と
し
、
こ
れ
も
ま

カ
メ
ヲ
イ
テ

ヒ

タ
〃
ツ
ス

昔
仙
人
ノ
時
、
学
道
ノ
処
へ
老
年
ノ
亀
負
二
八
卦
一
ヲ
来
ル
・
仙
人
ガ
見
占
、
陰
陽
ニ
達
ル
故
二
亀
氏
卜
云
。
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『童蟇抄』以前（渡辺）

か
し
、
た
と
え
唾

錘
』
や
『
法
華
短

べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
三
宝
吉
日
」
は
仏
菩
薩
に
因
ん
だ
吉
日
で
あ
っ
た
が
、
神
明
に
因
む
吉
日
が
、
「
神
吉
日
」
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
上
中
下
の
三
吉
日

に
分
れ
る
。
「
三
宝
吉
日
」
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
の
注
釈
を
敷
術
し
て
、
素
蓋
烏
尊
の
出
雲
に
お
け
る
大
蛇
退
治
（
「
神
上
吉
日
」
）
、
青

龍
王
に
交
会
を
迫
ら
れ
る
神
功
皇
后
の
話
（
「
神
中
吉
日
」
）
、
さ
ら
に
〈
龍
門
袖
裡
伝
〉
に
ま
で
、
範
囲
を
拡
げ
る
な
ら
、
菅
公
左
遷
は

醍
醐
天
皇
后
の
愛
顧
を
蒙
っ
た
が
ゆ
え
と
す
る
話
な
ど
、
興
味
深
い
説
話
の
開
陳
が
あ
る
。
そ
の
多
く
が
、
「
三
宝
吉
日
」
の
場
合
と
同

じ
く
、
基
づ
く
と
こ
ろ
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
だ
詮
索
の
成
果
を
得
ら
れ
な
い
。

た
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
方
面
に
そ
の
淵
源
が
あ
る
か
の
、
お
お
よ
そ
の
見
当
は
付
く
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
孝
謙
天
皇
と

道
鏡
の
艶
聞
を
語
る
説
話
（
「
中
吉
日
」
）
が
あ
る
。
こ
の
一
話
は
現
代
に
い
た
る
ま
で
あ
ま
ね
く
世
上
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
『
蘆

冨
抄
』
と
細
部
に
至
る
ま
で
類
似
す
る
点
に
お
い
て
、
次
に
載
せ
る
例
に
匹
敵
す
る
も
の
を
知
ら
な
い
。
い
さ
さ
か
長
く
な
る
が
、
両
者

『
篭
墓
抄
』
の
内
に
見
る
こ
れ
ら
の
説
話
は
、
法
華
経
の
注
釈
書
に
の
み
特
有
な
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
大
施
太
子
が
龍
宮
の

摩
尼
珠
を
得
る
た
め
、
蛤
貝
で
大
海
を
汲
み
干
そ
う
と
す
る
こ
と
（
下
吉
日
「
辛
巳
」
）
と
か
、
妙
荘
厳
王
が
浄
蔵
、
浄
眼
の
二
王
子
に

あ
ざ
む
か
れ
て
仏
弟
子
と
な
る
こ
と
（
中
吉
日
「
丁
卯
」
）
な
ど
、
ど
の
一
話
を
と
っ
て
も
、
説
話
と
し
て
特
別
な
も
の
で
は
な
い
。
し

か
し
、
た
と
え
ば
、
こ
の
二
話
の
『
三
国
伝
記
』
に
載
る
と
こ
ろ
を
比
較
の
材
料
に
採
る
と
き
、
辞
句
や
表
現
の
類
似
は
、
『
鷲
林
拾
葉

錘
』
や
『
法
華
経
直
談
紗
』
と
は
較
ぶ
べ
く
も
な
い
。
こ
こ
に
改
め
て
直
談
と
い
う
天
台
系
の
注
釈
書
と
の
関
連
の
密
な
る
こ
と
を
言
う

直
談
紗
』
と
は
異
な
っ
た
所
辰

た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

を
並
べ
て
み
よ
う
。

た
提
婆
に
唆
か
さ
れ
て
の
阿
闇
世
王
の
所
行
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
『
蘆
篁
抄
』
の
こ
の
一
節
は
、
『
鷲
林
拾
葉
紗
』
や
『
法
華
経

直
談
紗
』
と
は
異
な
っ
た
所
伝
に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
と
て
も
、
法
華
経
の
注
釈
に
付
随
し
て
語
ら
れ
る
説
話
で
あ
っ
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『
庭
訓
私
記
』
は
『
庭
訓
往
来
』
の
注
釈
の
一
つ
で
、
天
正
十
年
の
書
写
奥
書
を
持
つ
。
室
町
期
に
伝
本
の
多
い
漢
文
注
（
『
庭
訓
往
来

摺
鞁
ハ
孝
謙
天
王
ョ
リ
始
し
り
。
彼
王
ハ
女
王
ニ
テ
御
座
ス
也
。
大
集
経
二
云
、
所
有
三
千
界
男
子
諸
煩
悩
、
合
集
為
一
人
女
人
之

業
障
卜
云
文
ヲ
見
テ
腹
立
シ
、
経
引
破
り
開
ヲ
ロ
捨
給
フ
其
過
ニ
ョ
リ
開
俄
広
ク
成
テ
、
世
間
二
相
程
ノ
閑
ナ
シ
。
勅
使
ヲ
立
国
士

ヲ
尋
ル
ー
、
麦
二
近
江
国
弓
削
卜
云
在
所
ヲ
勅
使
通
給
フ
ニ
、
田
ノ
草
取
入
道
笠
ヲ
ニ
ッ
キ
タ
リ
。
勅
使
不
審
二
思
上
問
ケ
レ
ハ
、

入
道
申
様
、
我
物
長
ク
太
ケ
レ
ハ
、
如
此
背
二
廻
シ
、
ア
タ
マ
ニ
笠
ヲ
着
セ
テ
ケ
リ
ト
云
云
。
是
モ
過
去
ノ
業
因
二
依
テ
也
。
サ
レ

ト
モ
愛
染
明
王
法
ヲ
祈
故
二
内
裏
へ
参
、
道
鏡
法
師
ト
名
乗
、
孝
謙
天
王
二
渡
り
相
フ
・
後
〈
王
二
成
ケ
ル
・
彼
孝
謙
道
鏡
卜
相
給

フ
時
ハ
、
天
地
モ
動
ト
ワ
メ
キ
給
フ
故
二
、
公
家
殿
上
人
ノ
細
工
二
、
摺
鞁
ヲ
コ
シ
ラ
ヘ
打
タ
、
キ
鳴
テ
彼
事
ヲ
紛
ラ
ワ
ス
ト
云
云

（
天
理
図
書
館
蔵
『
庭
訓
私
記
』
七
月
性
状
）

、
、
、
タ
ト
（
ウ

ア
ヤ
マ
リ

ハ
ラ

孝
謙
天
王
浬
藥
経
ノ
女
人
不
成
仏
ノ
文
ヲ
見
、
設
上
女
房
成
共
心
ノ
向
ヶ
様
二
依
テ
成
仏
ノ
義
モ
可
し
有
、
仏
ノ
誤
也
ト
テ
大
二
腹

テ
ノ

ノ
コ
ッ
テ
ノ
パ
ツ

ノ
ヒ
ロ
ク
ア
フ

ー
ー

ヘ
イ
ル
ー
タ
ン
パ
ユ
ゲ

ヲ
立
、
彼
経
ニ
テ
女
根
ヲ
拭
テ
捨
給
。
此
罰
二
依
テ
彼
開
広
、
成
合
物
ノ
無
二
天
下
｝
故
二
、
勅
使
ヲ
立
大
閑
ヲ
尋
、
丹
羽
ノ
弓
削
ノ

サ
ト
キ
ヤ
ウ

ノ

ク

ア
イ
ゼ
ン

ヘ
ン
シ
カ
ケ

里
二
道
鏡
法
師
卜
云
者
、
此
生
ニ
テ
帝
王
二
成
度
念
望
ニ
テ
、
愛
染
ノ
法
ヲ
三
年
行
シ
テ
モ
不
し
叶
ト
テ
、
本
尊
二
小
便
ヲ
仕
掛
タ

ノ

ヘ
イ

ノ
ト
ヲ
リ
フ
ニ
ハ
タ
ウ
シ
セ
ナ
カ
ヲ
イ

カ
サ
キ
セ

リ
。
此
罰
二
依
テ
大
閑
二
成
。
勅
使
弓
削
里
ヲ
通
見
給
、
畠
ヲ
打
者
背
二
物
ヲ
負
、
小
キ
笠
ヲ
著
テ
有
。
勅
使
思
食
ケ
ル
ハ
、
何
ト

ヒ
チ
カ

ウ
シ
ロ
キ
マ
ハ
シ

ヨ
ロ
コ
イ
ソ
ギ

マ
イ
Ｕ

テ
畠
ヲ
打
ナ
ガ
ラ
人
ヲ
負
タ
ル
ゾ
ト
思
近
ョ
リ
見
給
パ
、
大
閑
ヲ
マ
タ
ョ
リ
後
へ
引
廻
負
タ
リ
。
勅
使
大
二
悦
ピ
急
召
テ
都
へ
参

テ
ウ
ア
イ
ナ
ノ
メ

フ

ト
テ
モ

・
ン

ノ
ゾ

ル
ニ
、
孝
謙
天
王
寵
愛
不
し
斜
故
二
、
大
政
大
臣
二
成
シ
給
也
。
道
鏡
思
様
ハ
、
逆
ノ
事
二
王
二
成
給
ヱ
ト
望
ム
。
孝
謙
如
何
卜
思

ノ

食
、
此
事
ヲ
公
卿
大
臣
二
問
給
へ
（
、
…
…
…
…

（
『
篇
篇
抄
』
巻
三
「
神
中
吉
日
」
）
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『蘆蟇抄』以前（渡辺）

註
』
）
と
も
、
元
和
寛
永
古
活
字
版
ほ
か
版
種
数
多
の
仮
名
抄
（
『
庭
訓
往
来
抄
』
）
と
も
違
っ
た
特
異
な
内
容
を
持
ち
、
天
理
図
書
館
の

（
７
）

ほ
か
、
東
大
史
料
編
纂
所
に
も
一
本
を
蔵
す
る
。

『
篭
篇
抄
』
で
は
、
「
神
中
吉
日
」
の
条
に
、
神
功
皇
后
が
宇
佐
八
幡
に
初
め
て
奉
幣
し
た
庚
午
を
吉
日
と
す
る
い
わ
れ
の
説
明
が
あ

り
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
、
和
気
清
麿
の
神
託
奏
請
一
件
の
う
ち
に
語
ら
れ
る
。

こ
の
一
話
、
『
日
本
霊
異
記
』
『
宝
物
集
』
『
古
事
談
』
等
の
諸
書
に
載
せ
、
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
な
が
ら
、
女
人
の
業
障
を
説

く
経
文
に
孝
謙
天
皇
の
立
腹
す
る
箇
所
、
ま
た
田
を
打
つ
道
鏡
法
師
の
風
姿
の
描
写
な
ど
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
露
骨
で
お
お
ら
か
な
例

は
、
他
に
あ
る
ま
い
。
『
塵
添
壗
嚢
紗
』
（
巻
十
九
「
神
護
寺
事
」
）
『
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
』
の
一
本
な
ど
に
、
同
じ
く
「
所
有
三
千
界
男

子
諸
煩
悩
、
合
集
為
一
人
女
人
之
業
障
」
の
文
を
引
き
、
こ
の
経
文
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
答
め
に
よ
り
、
称
徳
（
孝
謙
）
天
皇
が
に
わ

か
に
淫
心
を
起
こ
し
た
ま
う
と
す
る
類
例
を
見
る
も
の
の
、
そ
の
表
現
は
、
は
る
か
に
慎
み
深
い
。
『
篭
篁
抄
』
『
庭
訓
私
記
』
両
例
、
類

似
の
色
濃
い
こ
と
を
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
細
部
に
ま
で
立
ち
入
る
と
き
、
経
典
を
「
浬
藥
経
」
「
大
集
経
」
と
違
え
、
道
鏡
の
生
国
が
丹
波
、
近
江
と
棚
鶴
す
る
な
ど

の
不
一
致
の
あ
る
こ
と
を
も
見
の
が
す
べ
き
で
は
な
い
。
『
篭
篦
抄
』
『
庭
訓
私
記
』
の
孝
謙
道
鏡
説
話
は
、
直
接
の
関
係
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
と
も
に
中
世
の
注
釈
書
に
源
を
発
し
、
一
方
が
宇
佐
八
幡
の
縁
起
に
関
し
て
、
他
方
が
摺
皷
の
由
来
の
説
明
に
用
い
ら
れ
て
い

る
、
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
箇
蔦
抄
』
に
載
る
仏
神
の
説
話
が
、
『
法
華
経
直
談
妙
』
や
『
庭
訓
私
記
』
に
類
話
を
見
出
し
、
中
世
の
注
釈
書
の
世
界
と
の
関
わ

り
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
言
っ
た
が
、
そ
の
方
面
に
対
す
る
詮
索
と
と
も
に
、
『
電
蟇
』
以
前
の
暦
数
書
の
た
ぐ
い
に
お
け
る
実

２
仏
神
の
説
話
ｌ
続
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態
に
も
、
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

『
篇
篤
』
に
Ｉ
類
、
Ⅱ
類
の
系
統
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
一
類
の
あ
る
こ
と
は
先
に
言
っ
た
。
東
北
大
学
附

属
図
書
館
蔵
の
永
禄
二
年
書
写
本
ま
た
こ
の
類
で
、
「
三
宝
吉
日
」
「
神
吉
日
」
（
い
ず
れ
も
巻
八
）
の
ほ
か
「
吉
凶
神
吉
篇
之
更
」
（
巻

五
）
に
別
伝
を
載
せ
、
未
整
理
の
観
を
免
か
れ
な
い
。
古
態
を
存
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
『
篇
篤
』
ま
た
『
董
篇
抄
』
に
採
り
上
げ
ら
れ

ず
に
消
え
去
っ
て
行
っ
た
記
事
が
残
存
し
て
い
る
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
か
ら
、
興
味
の
持
た
れ
る
説
話
の
一
、
二
を
こ
こ
に
紹

介
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

・
ン
ニ

イ

ノ
ヲ

二
ト
ー
二

（
二
）
辛
寅
曾
和
朝
則
強
人
三
人
有
し
之
。
兄
弟
人
也
。
威
伴
欲
し
見
二
山
海
恐
驚
者
一
・
干
時
美
濃
国
立
鬼
群
鬼
口
云
所
宴
化
妖
者

ス
コ
ト
ヲ

ノ
ニ
タ
マ
レ
ハ
ノ

テ
ノ
ニ

ノ
ア
ナ
ト
シ
テ
ソ
コ
ハ
カ
ト
モ
テ

ム

ー
ー
一
一

生
。
取
レ
人
甚
也
。
蕨
里
人
未
し
住
鳧
、
彼
三
人
兄
弟
相
伴
至
二
彼
里
一
。
有
二
一
奔
一
・
暗
々
元
二
底
墓
一
。
見
太
郎
殿
望
二
彼
奔
中
一
鬼

二
レ
ハ

ノ

テ

ニ
テ
ヲ
テ
ニ

ー
ロ
食
鳧
、
是
辛
寅
五
墓
日
故
也
。
其
後
撰
二
件
吉
日
一
、
相
残
両
人
兄
弟
相
伴
又
至
二
彼
所
一
。
遷
二
此
穿
中
一
、
以
二
藤
葛
一
就
レ
腰
三

ト
シ
テ
シ
テ
ケ
ヲ
ス
ヲ
ニ
ヤ
、
ハ
イ
カ
イ
シ
テ

ー
ー

ノ
ニ

ク

ノ

郎
殿
遠
々
下
向
平
二
悪
鬼
一
伏
二
強
敵
一
・
麦
梢
俳
個
有
二
一
国
一
・
号
二
狗
国
一
・
此
界
人
同
也
。
有
二
室
中
一
立
入
時
、
如
二
狐
妃
女
一

。
ン

一
一

Ⅱ
ク
ム
ス

ー
ナ

（
一
）
乙
巳
曾
奥
州
衣
川
庄
有
二
長
者
一
・
悪
行
甚
行
也
。
錐
し
然
有
二
独
娘
姫
や
容
顔
美
麗
而
無
レ
比
也
。
常
州
鹿
嶋
大
明
神
下
二
向
奥

一
一

一
一
一
一
一
一

一
一

ヲ

ル
コ
ト
ヲ

二
ノ

州
一
令
レ
使
二
長
者
一
常
乗
し
馬
刈
レ
草
。
麦
達
穀
岩
屋
中
有
二
一
鬼
篤
一
。
云
二
鬼
鹿
毛
一
。
以
二
鉄
索
一
縛
し
之
。
食
し
人
乍
也
。
然
長
者
彼

一
一

ヲ

シ
ー
ア
ニ
ニ
ニ

ル
ニ
ノ

ー
ニ
シ
テ
ム

ヲ

明
神
令
レ
顧
二
此
馬
｜
・
明
神
加
二
持
此
馬
一
常
乗
し
之
遊
戯
。
然
長
者
娘
姫
奉
レ
泥
二
彼
明
神
一
三
歳
生
二
一
子
一
。
長
者
成
二
奇
異
思
一

一
一

一
一

一
一

一
一

両
人
奉
二
追
出
一
給
故
、
夫
婦
乗
二
鬼
鹿
毛
一
至
二
常
陸
国
一
汲
上
浜
汲
波
築
波
山
造
始
、
夫
婦
神
男
体
女
体
現
給
。
鬼
鹿
毛
即
馬
頭
観
音

ノ

是
也
。
又
夫
婦
御
神
鹿
嶋
香
取
両
社
是
也
。
常
陸
帯
口
伝
可
し
有
し
之
者
也
。
浮
洲
明
神
御
太
子
也
。
此
日
嫁
廠
結
婚
等
尤
可
レ
用
し

之
。
又
築
波
山
建
始
給
事
、
壬
午
日
也
。
尤
可
レ
用
地
。
鹿
嶋
立
始
事
、
庚
午
日
也
。
香
取
社
立
始
事
、
庚
子
日
也
、
可
し
知
し
之
也
。
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『童菖抄』以前（渡辺）

送
り
仮
名
、
振
り
仮
名
等
を
底
本
の
ま
ま
と
し
、
表
記
を
通
行
の
文
字
に
改
め
、
句
読
点
を
私
に
補
っ
た
。

（
一
）
が
説
経
の
『
小
栗
』
に
、
（
二
）
が
お
伽
草
子
『
諏
訪
の
本
地
』
あ
る
い
は
『
神
道
集
』
巻
十
に
近
似
す
る
こ
と
は
、
一
読
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
焼
き
直
し
と
言
っ
て
済
ま
せ
て
し
ま
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
た
と
え
ば
（
二
が
も
し
『
小
栗
』
に
構
成
を

借
り
て
、
主
人
公
の
名
を
鹿
島
大
明
神
に
替
え
た
だ
け
の
も
の
、
と
し
た
な
ら
ば
、
奥
州
衣
川
の
「
悪
行
甚
シ
キ
」
長
者
が
登
場
し
、
鬼

鹿
毛
が
「
達
穀
岩
屋
」
に
飼
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
説
明
を
付
け
に
く
い
・
奥
州
衣
川
に
近
い
達
穀
窟
に
因
む
「
悪
行
甚
シ
キ
」
も
の
と

は
、
坂
上
田
村
麿
伝
説
に
言
う
悪
路
王
（
阿
黒
王
、
悪
楼
王
、
悪
来
王
等
と
も
）
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
飛
躍
が
な
ぜ
許
さ

れ
る
の
か
と
い
え
ば
、
同
書
の
巻
第
八
「
神
上
吉
日
」
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
見
出
す
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
記
事
は
、
通
行
の
『
篇
篁
』
す
な
わ
ち
Ⅱ
類
本
系
に
も
あ
り
（
巻
三
「
神
上
吉
日
」
Ｊ
「
ア
ク
ル
王
」
と
訓
読
さ
れ
る
。
「
阿
久
留

王
」
す
な
わ
ち
悪
路
王
で
あ
っ
て
、
鹿
島
大
明
神
が
奥
州
衣
川
庄
の
長
者
の
姫
に
親
舵
す
る
話
と
、
阿
久
留
王
退
治
に
向
か
う
話
と
の
二

つ
は
同
巣
に
出
る
も
の
、
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
う
考
え
る
と
き
、
（
二
で
鹿
島
大
明
神
が
悪
徳
長
者
の
姫
に
接
近
を
試
み
る
モ
チ
ー
フ
は
、
小
栗
判
官
が
横
山
殿
の
娘
照
手
姫
と

ノ
ハ
ニ

ニ
イ

ノ
フ
セ
ク

壬
午
鹿
嶋
大
明
神
為
二
阿
久
留
王
退
治
一
下
二
東
海
汀
一
向
二
北
方
一
構
二
陳
屋
一
束
北
方
鬼
門
関
日
也
。

ヒ

ノ
、
、
、
テ
ウ
ヲ
二
フ
ノ
ニ
ノ
ス
ノ
ニ
ヲ

ノ
ニ

ノ

元
し
類
形
貌
也
。
彼
神
糸
二
愛
寵
思
一
之
舵
伴
二
彼
女
一
如
レ
元
還
阪
。
彼
女
我
国
忘
レ
鏡
迎
二
三
郎
殿
一
立
販
至
二
其
国
一
。
干
時
次
郎
殿
彼

二
ハ
ン
０
ト
テ
テ
ヲ
レ
ハ
ル
叩
〃
シ

ヲ
ニ
シ
テ
ヌ
ー
ハ
ロ
イ
セ
ニ
シ
テ

ー
テ

女
晩
切
レ
葛
放
鳧
可
レ
販
便
元
。
飯
二
猪
鹿
一
厭
二
米
穀
一
三
歳
畢
。
我
国
来
元
美
女
心
不
レ
違
貞
女
不
し
踞
二
次
郎
殿
一
・
三
歳
迄

ル
ニ

ヨ
シ
、
、
、
ク
マ
ワ
シ
ト
ノ
ミ
シ
テ

ニ
ヲ
二

待
給
鳧
故
、
夫
婦
好
深
今
諏
訪
現
二
両
社
一
熱
踞
好
深
成
二
比
翼
海
老
盟
一
此
日
趣
故
也
。
嫁
廠
用
し
之
、
祭
祀
信
し
之
。
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た
だ
し
、
よ
り
こ
ま
か
な
点
ま
で
を
も
比
較
の
対
象
と
す
る
と
き
、
お
の
ず
か
ら
な
る
相
違
も
、
ま
た
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
た
と

え
ば
、
兼
家
す
な
わ
ち
三
郎
殿
を
近
江
の
甲
賀
地
方
と
関
わ
ら
せ
な
い
こ
と
、
地
底
国
の
姫
実
は
三
輪
山
の
神
と
い
う
設
定
を
と
ら
な
い

こ
と
等
、
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
二
点
こ
そ
三
輪
山
信
仰
と
諏
訪
信
仰
と
が
併
存
し
て
、
『
諏
訪
の
本
地
』
と
い
う
作
品
に
混
乱
を
与
え

る
根
源
で
あ
っ
た
。
そ
の
二
点
を
欠
く
の
が
、
も
し
省
筆
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
（
二
）
に
述
べ
ら
れ
る
と
こ

ろ
は
、
こ
れ
ま
た
通
行
の
『
諏
訪
の
本
地
』
の
原
型
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
『
董
篤
』
の
一
本
に
た
ま
た
ま
見
出
し
た
片
々
た
る
記
事
を
も
と
に
、
大
胆
な
推
測
を
加
え
過
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
。
多
々
問

題
を
は
ら
む
小
栗
伝
承
や
諏
訪
の
本
地
證
に
、
こ
れ
以
上
の
臆
説
を
加
え
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
『
蘆
蟇
』

と
い
う
暦
数
の
書
が
、
始
源
の
段
階
に
あ
っ
て
、
す
で
に
物
語
性
の
色
濃
い
説
話
と
結
び
つ
く
傾
向
の
著
し
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に

と
ど
め
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
狐
の
子
清
明
の
物
語
が
『
篇
篇
』
の
世
界
の
内
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
こ
と
と
、
け
っ
し
て
無
縁
で
は
な
い
。

論
を
（
二
）
に
移
す
。
誤
字
や
漏
脱
が
あ
る
ら
し
く
、
意
味
の
通
じ
な
い
箇
所
を
な
し
と
し
な
い
も
の
の
、
こ
れ
が
『
神
道
集
』
や
お

伽
草
子
で
お
な
じ
み
の
諏
訪
大
明
神
の
本
地
謹
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
・
兼
家
系
、
諏
方
系
二
種
あ
る
う
ち
の
前
者
に
属

す
る
。

契
り
を
結
ぶ
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
田
村
麿
が
悪
鬼
退
治
の
た
め
に
、
敵
方
の
鈴
鹿
御
前
（
お
伽
草
子
『
立
烏
帽
子
』
で

は
、
あ
く
る
王
の
妻
の
立
烏
帽
子
）
と
通
じ
た
こ
と
に
思
い
が
到
る
。
田
村
麿
伝
説
と
小
栗
判
官
の
物
語
が
モ
チ
ー
フ
を
多
く
共
通
さ
せ

（
８
）

る
こ
と
に
つ
い
て
、
す
で
に
先
人
の
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
の
観
点
に
即
す
る
と
き
、
（
こ
の
鹿
島
大
明
神
の
垂
迩
證
に
因
む
乙
巳
吉
日

の
説
明
は
、
説
経
『
小
栗
』
の
焼
き
直
し
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
小
栗
・
田
村
麿
伝
説
の
母
型
と
も
す
べ
き
、
古
い
伝
承
の
残
痕
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
も
う
少
し
追
及
し
て
み
る
に
価
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
こ
に
そ
れ
を
述
べ
る
余
裕

が
な
い
。
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『蘆蟇抄』以前（渡辺）

『
箇
篤
抄
』
に
は
、
辞
句
の
注
解
を
助
け
る
た
め
に
援
用
さ
れ
る
も
の
の
ほ
か
、
も
う
一
種
の
説
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
『
蘆
薑
』

の
伝
来
を
説
く
〈
清
明
序
〉
や
牛
頭
天
王
の
頗
梨
采
女
嫁
廠
證
な
ど
が
そ
れ
で
、
単
な
る
挿
話
に
終
る
こ
と
な
く
、
物
語
的
結
構
を
備
え

た
長
編
を
成
す
こ
と
に
お
い
て
、
辞
句
注
解
に
添
え
ら
れ
る
例
話
と
一
線
を
画
す
る
。

第
五
巻
の
巻
末
に
置
か
れ
た
「
五
帝
龍
王
戦
之
事
」
も
、
後
者
す
な
わ
ち
叙
事
的
な
説
話
の
側
の
例
に
、
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
例

に
よ
っ
て
長
く
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
お
よ
そ
暦
数
書
ら
し
か
ら
ぬ
物
語
的
結
構
の
妙
に
免
じ
て
、
引
用
を
お
許
し
願
う
こ
と
に
し
た

い
◎

な
お
、
『
三
国
物
語
』
（
寛
文
七
年
刊
）
に
、
『
箇
薑
抄
』
と
細
部
に
至
る
ま
で
を
一
致
さ
せ
る
説
話
三
例
（
巻
－
３
、
巻
三
１
，
巻
四

９
）
を
見
出
す
が
、
こ
れ
は
『
黄
篇
抄
』
を
丸
取
り
的
に
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
番
、
青
帝
青
龍
王
二
番
、
赤
帝
赤
龍
王
三
番
、
白
帝
白
龍
王
四
番
、
黒
帝
黒
龍
王
五
番
、
黄
帝
黄
龍
王
。

、
ン

ル

〃
〃
ハ
ク
ィ

右
此
ノ
五
人
ノ
内
、
前
四
人
ハ
男
体
ニ
シ
テ
四
気
ヲ
領
給
事
余
二
如
レ
謂
。
爾
二
今
謂
所
者
第
五
黄
帝
黄
龍
王
、
后
金
吉
女
ヲ
懐

ニ
ン

ウ
ツ

ユ
ツ
川
ダ

フ

妊
ノ
時
節
、
盤
牛
他
界
二
移
ラ
ン
ト
シ
給
時
、
金
吉
女
胎
内
ノ
子
ニ
モ
讓
ヲ
シ
給
ヘ
ト
有
故
二
、
サ
ラ
パ
讓
ラ
ン
ト
ノ
給
、
必
ズ
胎

カ
ケ
ヲ
ヒ
ハ
ナ
カ
タ

ニ
ハ

ニ
ハ

中
ノ
子
者
女
子
ナ
ル
ベ
シ
ト
思
召
シ
テ
、
一
一
天
八
尺
ノ
懸
帯
花
方
万
ヲ
結
也
。
二
五
尺
ノ
髪
仏
菩
薩
ノ
花
カ
ヅ
ラ
ナ
リ
。
三
八

○
一
〃
、
。
『
も
、

ニ
ハ
ミ
ケ
ン
シ
ヤ
ク
ケ
ン

ニ
ハ

ヨ
ロ
ヒ

花
方
ノ
唐
ノ
鏡
七
十
面
、
八
角
ニ
シ
テ
八
方
ヲ
見
ル
也
・
四
眉
間
赤
ノ
剣
、
是
ヲ
娑
縛
賀
ノ
剣
共
云
。
五
初
生
衣
ノ
鎧
、
是
ヲ

ウ
フ
ケ
ン

キ

ニ
ア
ヒ
タ
ル

ノ

ユ
ゾ
リ

宇
浮
絹
ノ
鎧
共
云
、
百
歳
ノ
人
著
テ
モ
ニ
三
歳
ノ
人
著
テ
モ
似
合
鎧
也
卜
云
云
。
已
上
此
五
ツ
ヲ
讓
給
卜
云
云
。

姫
宮
生
長
シ
テ
思
召
様
ハ
、
我
独
り
処
領
無
シ
ト
テ
、
先
第
一
ノ
王
子
へ
云
様
ハ
、
何
モ
処
領
配
分
有
り
。
我
ニ
モ
割
分
給
レ
ト

３
宇
布
絹
の
鎧
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青
帝
胄
龍
王
、
赤
帝
赤
龍
王
、
白
帝
白
龍
王
、
黒
帝
黒
龍
王
と
厳
め
し
い
名
を
持
つ
も
の
の
、
妹
に
一
方
的
に
押
し
ま
く
ら
れ
て
し
ま
う

四
人
の
兄
た
ち
の
姿
は
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
・
彼
ら
と
は
対
象
的
に
、
姫
宮
こ
と
黄
帝
黄
龍
王
は
、
直
情
径
行
型
の
女
丈
夫
、
哀
願
む
な
し

く
退
け
ら
れ
る
や
、
た
ち
ま
ち
実
力
に
訴
え
、
五
等
分
と
い
う
和
解
案
を
引
出
し
、
も
う
ひ
と
押
し
と
ば
か
り
に
威
嚇
し
て
、
閏
月
獲
得

と
い
う
余
禄
を
手
に
す
る
が
、
術
策
に
は
ま
っ
て
、
戦
果
の
一
部
を
吐
き
出
さ
せ
ら
れ
る
。
加
え
て
、
も
う
一
人
、
盤
牛
王
遺
児
の
争
い

ノ
ク

有
ケ
レ
パ
、
太
郎
ノ
王
子
日
、
我
ハ
春
三
月
ヲ
讓
リ
得
ナ
ガ
ラ
草
無
ノ
時
ノ
事
ナ
レ
パ
叶
イ
難
シ
ト
云
給
。
其
後
第
二
ノ
王
子
二
所

タ
チ

望
有
ケ
レ
パ
、
是
モ
夏
三
月
ヲ
譲
り
得
青
草
時
ノ
事
ニ
シ
テ
叶
上
難
シ
ト
有
し
？
ハ
、
其
後
第
三
ノ
王
子
二
所
望
有
し
共
、
舎
兄
達
サ

イ
ー
カ
テ

ケ
フ

ヘ
分
給
ハ
ザ
ル
ニ
争
力
我
等
ハ
進
ス
ベ
キ
ト
仰
有
レ
バ
、
第
四
ノ
王
子
へ
所
望
有
。
是
モ
冬
三
月
ノ
雪
霜
ノ
時
分
ナ
レ
パ
分
与
ル
事

カ
ニ
ア

有
間
敷
卜
有
レ
バ
、
妃
宮
ノ
思
食
ス
ャ
ウ
ハ
、
サ
テ
ハ
腕
次
第
二
給
リ
置
ン
ト
テ
、
鎧
剣
ハ
譲
り
得
タ
リ
、
拠
ロ
無
シ
ト
テ
、
歳
徳

ソ
か
ノ
ハ
勿
〆

歳
徳
合
等
ノ
四
十
八
人
ノ
王
子
達
ヲ
上
首
ト
シ
、
百
千
若
干
ノ
春
属
ヲ
引
具
シ
テ
、
シ
ン
ト
河
ノ
辺
リ
ニ
陳
ヲ
取
・
五
郎
ノ
王
子
モ

ヨ
ケ
ク

タ
ガ
イ

キ

タ
ウ
シ
ヤ
ウ
カ
ヰ

打
立
、
ハ
ク
シ
ュ
恒
河
ノ
辺
リ
ニ
魚
鱗
鶴
翼
ノ
陳
ヲ
取
ル
・
互
二
勝
負
ヲ
決
セ
ン
ト
擬
シ
テ
、
閾
課
局
リ
無
。
去
ル
程
二
、
ハ
ク
シ

ュ
恒
河
二
血
ノ
流
ル
事
限
り
無
。

ノ

然
ル
問
、
天
ノ
帝
釈
此
気
ヲ
見
合
テ
、
文
前
博
士
ニ
仰
テ
占
セ
シ
ム
・
件
ノ
義
ヲ
ア
リ
、
、
ト
占
上
得
キ
。
其
ノ
後
帝
釈
ョ
リ
文

ツ
カ
ハ

ノ

前
博
士
ヲ
遣
シ
扱
、
其
太
郎
ノ
王
子
モ
十
八
日
分
給
パ
、
又
二
郎
ノ
王
子
モ
十
八
日
分
給
ハ
ン
、
三
郎
ノ
王
子
モ
四
郎
モ
同
ク
分
給

ソ
、

ヘ
ト
扱
ヲ
ナ
シ
給
二
依
テ
、
五
帝
龍
王
何
モ
七
十
二
日
宛
也
。
五
人
ニ
何
モ
等
分
二
扱
キ
。

イ
カ
リ

然
卜
雛
モ
妃
宮
仰
有
様
ハ
、
我
レ
モ
月
ヲ
給
ラ
ン
｜
天
無
事
二
成
シ
難
キ
ト
怒
給
故
二
、
小
ノ
月
ノ
浮
キ
日
卜
滅
日
卜
没
日
ト
、

（
マ
マ
）
．
ク
ワ
ホ
ク

此
ノ
三
取
合
テ
三
年
二
一
度
ノ
潤
月
ト
号
シ
テ
、
黄
帝
黄
龍
王
へ
進
給
故
二
、
和
睦
有
。
妃
宮
ョ
リ
文
前
博
士
二
今
度
ノ
礼
ト
シ

叩
ノ
、

マ
ヒ

テ
千
金
ヲ
出
セ
共
取
ラ
ズ
。
我
ニ
モ
日
ヲ
給
レ
ト
有
二
依
テ
、
四
土
用
ョ
リ
三
日
宛
ノ
日
ヲ
問
日
ト
号
シ
テ
取
給
。
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『篇蟇抄』以前（渡辺）

か
く
て
こ
の
一
話
は
前
後
半
に
分
れ
る
が
、
宇
布
絹
の
鎧
来
歴
證
と
し
て
首
尾
は
一
貫
す
る
。
宇
布
絹
と
は
、
「
源
太
が
産
衣
」
と
も
呼

ば
れ
た
源
氏
の
重
宝
。
源
太
は
八
幡
太
郎
の
幼
名
で
、
胸
板
に
天
照
太
神
と
正
八
幡
を
鋳
出
し
、
両
袖
に
藤
の
花
房
を
威
し
て
あ
っ
た
、

と
い
う
（
『
平
治
物
語
』
上
「
源
氏
勢
汰
へ
の
事
」
）
。

『
篇
篤
抄
』
が
載
せ
る
こ
の
来
歴
證
の
出
所
は
、
軍
記
物
語
や
故
実
書
の
た
ぐ
い
で
は
な
い
。
出
所
詮
索
の
鍵
は
、
説
話
自
身
の
内
に

あ
る
。
こ
の
一
話
は
、
宇
布
絹
の
鎧
の
来
歴
證
で
あ
る
と
と
も
に
、
四
季
の
土
用
、
土
用
の
間
日
の
日
数
な
ど
の
説
明
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
も
気
づ
く
は
ず
。
つ
ま
り
、
暦
象
の
所
以
を
説
く
説
話
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
実
は
『
篇
篤
』
の
一
本
に
存
す
る
、
次
の
ご
と
き

に
参
入
し
て
、
濡
れ
手
で
粟
式
に
暦
日
を
領
掌
し
て
し
ま
う
文
前
博
士
文
殊
の
老
膳
さ
ｌ
登
場
人
物
の
性
格
と
行
動
が
描
き
分
け
ら
れ

て
、
一
話
の
物
語
性
を
盛
り
上
げ
る
。

こ
の
一
話
に
は
、
さ
ら
に
、
後
日
證
が
付
随
す
る
。
「
五
帝
龍
王
戦
之
事
」
に
続
く
「
〔
宇
布
絹
ノ
鎧
之
事
〕
」
が
そ
れ
。

カ
ン
ダ

ヲ
ワ

ー
、
宇
布
絹
卜
者
、
天
竺
テ
漢
駄
ト
云
者
盗
人
也
。
天
竺
ヲ
追
レ
テ
大
唐
へ
来
ル
・
又
大
唐
ヲ
追
レ
テ
日
本
へ
来
ル
・
女
ヲ
一
人

具
シ
テ
来
ル
・
其
レ
美
女
也
。
彼
ノ
女
ヲ
八
幡
太
郎
二
進
ズ
ル
ニ
依
テ
、
ム
コ
引
出
物
二
宇
布
絹
ヲ
八
幡
太
郎
へ
奉
ル
・
而
シ
テ
平

カ
プ
ト

キ
ヨ
モ
リ
ス
ヲ

タ
カ
ク
ラ
ノ

氏
出
張
シ
テ
源
氏
ヲ
減
ス
時
二
、
平
氏
彼
ノ
冑
ヲ
取
テ
、
重
宝
ト
シ
テ
、
情
盛
持
し
之
。
清
盛
ノ
女
メ
ニ
位
ノ
尼
八
十
代
高
倉
院
ノ

ヲ
シ
ツ
ム

ア
マ

チ
ン
ニ

ノ

妃
卜
成
り
給
時
、
源
氏
出
張
シ
テ
平
家
ヲ
押
詰
ル
時
、
二
位
ノ
尼
八
十
一
代
安
徳
ヲ
具
シ
テ
鎮
西
へ
赴
ゲ
給
時
、
三
種
神
祇
ヲ
取
テ

遡
ル
・
シ
ン
ジ
ヲ
ハ
尼
持
し
之
。
宝
剣
ヲ
（
王
子
持
給
。
内
侍
処
ヲ
バ
メ
ノ
ト
ノ
女
房
持
し
之
。
源
氏
ノ
兵
ノ
押
詰
ル
時
、
尼
卜
王
子

モ
ス
ソ
イ

ハ
左
右
無
ク
海
二
入
。
女
房
ノ
入
海
ノ
時
、
裳
ヲ
船
二
射
付
テ
見
ル
ー
、
内
侍
処
見
へ
タ
リ
。
依
テ
海
底
ヲ
尋
見
ル
ー
、
シ
ン
ジ
計

り
ケ
ン
ヨ
ロ
イ
ニ

ウ
セ

有
。
宝
剣
ト
鎧
無
し
之
依
テ
、
日
本
二
失
タ
リ
。
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『
蘆
篤
』
巻
二
５
「
七
箇
善
日
」
の
全
文
で
あ
る
。
天
理
吉
田
文
庫
蔵
〔
楊
憲
〕
本
を
底
本
に
、
一
部
書
陵
部
蔵
続
群
書
類
従
原
本
を

用
い
て
補
い
、
『
篭
篤
抄
』
の
片
仮
名
交
り
文
に
合
わ
せ
て
み
る
た
め
に
、
そ
の
訓
読
に
従
っ
て
書
下
し
文
に
し
て
み
た
。
両
者
を
比
較

し
て
み
る
と
き
、
漢
文
、
漢
字
片
仮
名
交
り
文
と
い
う
違
い
を
こ
え
て
、
『
黄
篇
抄
』
の
構
文
が
物
語
的
で
あ
り
、
登
場
人
物
が
は
る
か

に
躍
動
的
で
あ
る
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

土
用
と
土
用
の
間
日
の
い
わ
れ
を
語
る
右
の
一
文
は
、
『
蘆
篇
』
の
Ｉ
類
本
だ
け
に
存
在
す
る
。
Ⅱ
類
本
に
は
、
黄
帝
黄
龍
王
が
堅
牢

本
文
（
原
文
は
漢
文
）
を
敷
桁
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
五
二
盤
牛
大
王
星
ノ
宮
ト
和
合
ス
・
辰
二
〔
星
ノ
〕
宮
胎
〔
娠
〕
ス
・
差
二
盤
牛
王
已
二
五
大
ヲ
究
寛
セ
ン
ト
欲
ス
・
響
二
星

ノ
宮
二
対
シ
テ
宣
給
フ
、
春
夏
秋
冬
ノ
四
時
ヲ
四
人
ノ
王
子
二
与
フ
。
此
ノ
度
盤
牛
端
生
ノ
王
子
〈
、
男
子
成
り
共
女
子
也
モ
、
之

ヲ
得
ベ
シ
。
八
尺
ノ
懸
帯
、
五
尺
ノ
鬘
、
八
シ
花
形
ノ
唐
ノ
鏡
七
面
、
宇
布
絹
鎧
、
沙
婆
訶
卜
云
劔
等
、
法
蔵
ノ
内
二
納
テ
残
シ
置

キ
給
フ
。
然
ル
ー
十
月
ヲ
満
足
シ
テ
女
子
ヲ
誕
生
ス
・
彼
ヲ
天
門
玉
女
妃
卜
名
ク
。
是
則
黄
帝
黄
龍
王
也
。
然
シ
テ
堅
牢
大
地
神
王

二
妻
愛
シ
テ
四
十
八
人
ノ
王
子
ヲ
〔
産
生
ス
〕
。
其
王
子
卜
者
…
…
（
中
略
）
・
…
：
右
是
ノ
如
ク
四
十
八
王
子
ヲ
産
生
ス
ト
雌
モ
、

方
寸
ノ
地
ヲ
持
ザ
ル
ニ
依
テ
、
定
ル
住
処
無
シ
。
故
二
忽
二
女
子
ノ
相
ヲ
転
ジ
テ
男
子
ノ
相
ト
成
り
、
黄
帝
黄
龍
王
卜
号
シ
、
四
十

八
王
子
同
ジ
ク
一
千
人
ノ
郎
等
ヲ
召
シ
具
シ
、
然
而
百
千
若
干
ノ
春
族
ヲ
〔
領
シ
テ
〕
、
恒
河
ノ
源
沙
羅
双
樹
ノ
下
ニ
シ
テ
、
四
大

龍
王
二
対
シ
テ
謀
叛
ヲ
企
ッ
。
一
七
日
ノ
合
戦
シ
給
フ
時
二
、
恒
河
ノ
流
盛
二
血
ト
成
テ
下
ダ
ル
・
文
選
博
士
之
ヲ
察
シ
テ
、
恒
河

ノ
源
二
諸
神
ノ
論
靜
ヲ
留
ム
。
十
八
四
土
用
ヲ
集
テ
七
十
二
日
ヲ
成
シ
、
五
帝
龍
王
等
ク
領
知
シ
給
フ
ト
云
々
・
其
ノ
時
文
選
博
士

二
四
土
用
ノ
間
日
ヲ
与
フ
。
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『蘆墓抄』以前（渡辺）

大
地
神
王
に
嫁
し
て
四
十
八
王
子
を
も
う
け
た
こ
と
、
四
季
の
土
用
七
十
二
日
を
領
掌
す
る
こ
と
等
を
、
簡
略
に
記
す
の
み
。
ま
た
Ⅱ
類

本
で
は
、
盤
牛
王
第
五
采
女
の
名
も
、
星
の
宮
で
は
な
く
、
「
金
吉
女
」
と
相
違
す
る
。

『
董
蟇
抄
』
に
お
い
て
、
「
五
帝
龍
王
戦
之
事
」
が
、
『
篇
嘉
』
の
注
解
を
終
ら
せ
た
巻
五
の
巻
末
に
、
追
補
と
し
て
載
せ
ら
れ
る
理
由

も
、
こ
れ
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
『
萱
墓
』
の
Ⅱ
類
本
を
底
本
に
注
解
を
施
し
た
『
篇
蟇
抄
』
に
あ
っ
て
は
、
Ｉ
類
本
の
本
文
に
即
し
た

こ
の
一
話
を
、
巻
こ
の
内
に
納
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
五
帝
龍
王
の
戦
い
を
述
べ
た
説
話
は
、
『
神
道
雑
々
集
』
（
彰
考
館
子
／
８
）
に
も
載
る
。
廿
九
「
支
干
神
井
大
歳
神
」
が
そ

れ
で
あ
る
が
、
盤
牛
王
五
人
の
王
子
が
暦
日
を
争
い
、
文
選
博
士
の
仲
裁
に
よ
っ
て
、
平
等
に
七
十
二
日
を
分
か
っ
た
こ
と
は
い
う
が
、

第
五
王
子
黄
帝
黄
龍
王
を
女
人
と
せ
ず
、
宇
布
絹
の
鎧
に
も
言
及
し
な
い
。
盤
牛
王
第
五
采
女
の
名
を
「
恵
吉
女
」
と
し
、
『
蘆
篁
』
の

Ⅱ
類
本
に
近
い
が
、
説
話
の
記
事
は
も
う
少
し
詳
し
く
、
Ｉ
類
本
、
Ⅱ
類
本
の
中
間
を
行
く
。
早
く
に
『
箇
篤
』
本
文
を
離
れ
、
世
上
に

広
ま
っ
た
別
伝
で
あ
ろ
う
。

注
へへへへへへへへ

87654321
ゞ………………ー

「
清
明
伝
承
の
展
開
Ｉ
『
安
倍
清
明
物
語
』
を
軸
と
し
て
ｌ
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
開
。
Ⅱ
）

「
清
明
伝
承
の
成
立
ｌ
『
童
菖
抄
』
の
「
由
来
」
の
章
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
開
・
２
）

井
本
進
氏
「
箇
篇
内
伝
金
烏
玉
兎
集
成
立
の
研
究
」
（
「
科
学
史
研
究
」
焔
昭
妬
。
ｌ
）

神
田
茂
氏
「
蘆
葛
及
び
そ
の
類
書
に
つ
い
て
」
（
「
科
学
史
研
究
」
配
昭
”
・
８
）

中
村
璋
八
氏
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
（
昭
帥
汲
古
書
院
）

美
濃
部
重
克
氏
弓
信
太
妻
』
の
一
源
流
」
（
福
田
晃
氏
編
『
昔
話
の
発
生
と
伝
播
』
昭
開
名
著
出
版
会
）

中
田
千
代
子
氏
「
庭
訓
往
来
真
名
抄
の
成
長
に
つ
い
て
」
（
「
実
践
国
文
学
」
二
十
九
、
昭
和
刷
・
３
）

荒
木
繁
氏
「
田
村
麿
伝
説
と
『
小
粟
判
官
』
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
別
・
蛆
）
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別
表
『
篇
蔓
』

『
篇
蔦
抄
』
章
段
の
対
照

時
塞
之
方
事

12

日
塞
之
方
事

一

一

15

一

一

28

一

一

28

11

7

月
塞
之
方
事

一

一

14

一

一

27

一

一

27

10

6

金
神
四
季
間
日
事

9

金
神
四
季
遊
行
事

8

金
神
遊
行
事

7

金
神
七
殺
之
事
異
説

6

金
神
七
殺
之
方

6

5

5

5

5

5

天
徳
神
方

4

4

4

4

4

4

八
将
神
方

3

3

3

3

3

3

歳
徳
神
方

2

2

2

2

2

2

天
道
神
方

ー△

1

一

1

一

1

一

1

一

1

一

1

［
牛
頭
天
王
之
縁
起
］

有

有

有

有

有

一一一■■’一■■

有

巻
一
宣
明
暦
経
註
上

［
晴
明
序
］

有

一一ｰｰ一口

一一■■一一一

一一一一一‐

＊

有

＊
第
二
部
に
あ
り

楊
憲
本

画

二

五
季
本
一
寛
３
古
一
寛
６
整

一

一

ロ

篇
菖
抄
一
袖
裡
伝

一



九
炊
日

32

11

11

11

11

10

重
日

24

9

10

10

10

8

復
日

一

一

一

25

10

9

9

9
■■一一一一口

9

臘
日

一

一

一

7

8

8

8

8
‐一‐‐‐I■

7

社
日

6

7

7

7

7

6

天
牢
神

8

6

6

6

6

5

地
四
方
各
有
九
禽

7

天
四
方
在
七
宿

6

七
箇
善
日

5

5

5

5

5

＊
４

＊
Ｉ
類
本
系

九
図
之
名
義

4

4

4

4

4

十
二
運
配
当

一

17

十
二
客
事

3

3

3

3

3

3

十
二
支
之
事

2

2

2
■■■■ー■■‐ロ

2

2

2

十
干
之
事

一
一

1

一
一

1

一
一

1
＝－－－一句

一
一

1

一
一

1

一
一

1

［
盤
牛
王
の
縁
起
］

有

有

有

ー一一口ー4■

有

有

有

巻
二
宣
明
暦
経
註
中

三
鏡
之
方
事

5

6
一一一一－国

6
一一ー1■■－4■■

13

8
ー＝ーー－－

6



斗
賀
神
方

阿
律
智
神
方

九
摩
王
神
事

方
伯
神
方

天
一
神
方

厭
対
日

厭
日
無
恕
日

三
箇
悪
日

受
死
日

地
火
日

八
風
日

不
熟
日

減
食
日

七
貧
日

五
貧
日

血
忌
日

12 11

＊

10

一

8 22 21 31 23

＊

30 40 39 38 35 37

三

36 9

24

24
､ーーーーー

24

23

23

23

22

22

22

21

21

21

20

20

20

19

19

19

18

18

18

17

17

17

16

16

16

15

15

15

14

14

14

13

13

13

12
ー一一~‐ー

12
､一一一一一

12

24 23 22 21

20

20

19

19

18

18

17

17
一一一一一ー

16

16
一一一一一q■

15

15

14

14

13

13

12

12
一一一一－4■

11

＊
岩
瀬
本
に
あ
り

＊

「
、
一
』
ｎ
口
」



日
蝕
月
蝕
事

忌
夜
行
日

忌
遠
行
日

不
問
病
日

不
視
病
日

不
弔
人
日

天
納
四
張
日

十
死
一
生
日

往
亡
日

帰
亡
日

四
季
悪
日

赤
舌
日

赤
口
日

滅
日
没
日
八
岡
神
方

天
官
神
方

22 21 20 19 18 17 29 28 26 27 2

一

10

一

9 16 17 13

一

7

39

41

39

38

40

38

37

39

37

36

38

36

35

37

35

34

36

34

33

35

33

32

34

32

31

33

31

41

32

30

40

31

29

29

30

28

30

29

27

26

26

26

25
1■■ー。■■1■■I■■＝

25
一一一-一■■

25

39 38 37 36 35 34 33

＊

32

26

31

25

30

24

29

＊

23

28 27 26

22

25
■■ーI■■q■■ー＝

21

＊
以
下
欠
か

＊
三
略
に
も



イ、

歳
神

＊

＊
岩
瀬
本
・
東
北
大

本
に
あ
り

大
歳
神
沙
汰
事

3

大
歳
神
前
後
対
位

1

1

1

1

1

二
十
四
数

1

一一一一一口

巻
三
宣
明
暦
経
註
下

三
隣
亡
・
保
酌
天
・
長
短
二
障

善
減
悪
増
・
不
成
就
日

14

八
専
之
間
日
之
事

43

43

八
専
之
事

15

42

42

＊

＊
第
二
部
に
あ
り

一
切
不
成
就
日
事

41

41

道
虚
日
之
事

40

40

九
宮
方

29

＊
補
２

＊
第
三
部
に
あ
り

疫
神
裁
断

28

四
不
出
日

27

一
行
禅
師
出
行
之
吉
凶

26

雷
電
鳴
始
吉
凶
之
事

25

男
女
不
懐
日

24

大
明
日

23

■ー一一一口

ー一一一一■

五
補
５
一一一一一■

＊
補
１

＊
第
三
部
に
あ
り



三
宝
上
吉
日

同
五
徒
時
事

立
命
時
私
記
日

支
干
姓
事

五
宝
日
沙
汰
事

三
伏
日
事

半
夏
生

土
公
見
物
時

土
用
間
日
事

四
季
士
用
事

二
季
彼
岸
之
事

土
公
追
加
之
事

土
公
変
化
之
事

士
公
出
入
依
居
座
大
土
小
土
事

大
将
軍
遊
行
之
事

凶
会
嫌
捨
事

十
二
月
凶
会
日
事

五
岨 17 16 8 9 13 12 11 10

一

16 14 5 4

12
一一ーロ■■'

14
、一一一一一

14

11

13

13

10

12

12

9

11

11

8

10

10

7

9

9

6

8

8

5

7

7

6

6

5

5

4

4

4

3

3

3

2
■■一一■■■■

2
一一ーー■■

2

14
一一一ーー■

12

13

11

12

10

11

9

10

8

9

7

8

6

7

5

6 5 4

4

3

3

2
1■■一一■■ーq

2



先
地
判
形
之
事

五

1

四
1

一一一-－4■■

四
1

一-一■■一■

四
1

四

1
q■ー‐一‐q■

四
1

巻
四
造
屋
篇

五
時
天
文
同
時
勘
申
赤
有
無
事

一

12

b一一一■■一

大
赤
小
赤
時
事

一

13

22

24

24

24

十
悪
大
敗
日

一

15

17

五
時
最
上
吉
日
辰

一

14

五
補
２

16

同
空
亡
時
事

21

23

23

23

15

小
空
亡
日
事

一

11

20

22

22

22

14

大
最
後
日
之
事

19

21

21

21

五
合
日
名
五
和
合

18

20

20

20

五
離
日
之
事

17

19

19

19

万
通
十
二
星
之
事

20

16

18

18

18

推
天
牢
日
事
大
吉
也

19

天
地
和
合
日
時
事

18

十
五
納
音
事

15

17

17

17

五
墓
日
沙
汰
之
事

14

16

16

16

神
吉
日

0

13
一一一一一．■

15

15

15
一一一一一口

13



材
木
取
吉
日

水
鳴
日
之
事

木
鳴
日
之
事

山
鳴
日
之
事

山
神
腹
立
日

杣
山
入
吉
日

追
加
地
曳
吉
日

七
箇
悪
日
事

十
三
箇
悪
日
事

大
土
吉
日
・
小
士
吉
日
・

土
悪
日
・
小
士
悪
日

大

四
火
日
之
事

八
神
吉
凶
事

就
五
星
神
有
無
月
事

五
姓
人
家
造
吉
凶
事

屋
敷
二
十
二
相
図
文
日

四
神
相
応
地

五
略

五
皿
五
Ⅱ
五
Ⅲ
五
９
五
８
五
７
五
６
五
５
五
３

五
２

12

15

16

14

15

13

14

12

13 12

11

11

11

10

10

10

9

9

9

8

8

8

7

7

7

6

6

6

5

5

5

4

4

4

3

3

3

2
一一‐一ー●

2
ー＝■■＝‐■

2

16

＊
妬

＊

14

＊

13

＊

12 11 10 9

6

8

5

7

4

6 5

3

4 3 2
‐q■■4■■一一1■

2

＊
以
下
咽
ま
で
注
解

で
は
な
く
、
本
文
を

載
せ
る
（
た
だ
し
妬

に
は
注
も
）



七
曜
姓
之
事

7

＊
９

9

＊
底
本
九
番

同
時
宿
之
事

三
百
六
十
日
之
宿

潤
月
宿

十
二
月
宿

四
季
宿
之
事

歳
宿
之
事

四
６
四
５

四
４

四
３

6 5 4 3
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